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M

想
ど
、
自
覺
せ
る
少
數
者
の
革#
に
.依
で
一 

擧
新
社
俞
を
實
現
せ
ん
ど
す
る
職
術
ビ
を
守0
て
ゐ
：た
：。
バ
ル
べ
、
ブ
ラ
ン
キ
ィ
は
所
謂
货
行
家
に
酈
す
る
純
粹
の
革 

命
家
で
は
あ
っ
た
：が
？
：根
本
杈
於

S

て
は
唯ぐ

：：

勞
働
者
階
級g

番
惱
は
同
情
を
有
し
て
も
未
だ
何
等
の
社
俞
主
義
學 

說
を
典
た
ず
文
&

*
變
^
の
明
瞭
な
實
際
的
手
段''
5
:も
知
ら
な「

か
つ
た
一
個
の
政
治
的̂

命
家
R
過
ぎ
な
か
つ
た
。

、
略
く
同
様
な
鄕
化
ば
叉
广
亡
命
者
同

»
に
も
魏
は
れ
た
。，
固
よ
命
者
尚
盟
；馨
初
よ
ヶ
其
葸
撒
上

-̂.
4
*
情 

上̂

も
人
權
條
樂
部̂
地
じ
て»
龠
的
色
調
が
濃
厚
で
あ
づ
た
o. .fM
lw

は
主
、、

」

し
て
手
工
業#
苹
か
ら̂,
6-
、
-彼
等 

ば
何
れ
も

『

信
者
9..
言
葉』

1̂
5
で§
1€5̂
§ cr

o.yant  

1
8
.
3.3.
の
著
を
以
て
夙
に
.
令
名
あ
るF£.
dt<T
»
'̂.
Lams 

nais

R
心
醉
し
て
ゐ
位
タ
本
*
は：'
..
一
八
三
四
年

Ludw
l.g  

WO.
-
3
0に
依
て
獨
譯
せ
ら
れ
、
...求
同
脱
の
指

■
原®
ミ
な

つ
て 

0 た
。

■

,

:

「

：
：
"'.
:

' 

:

;'

'

勿
論
、ラ
ム
ネ
土
は
意
命
家
で
が
無
く
滅
翁
主
義
者
で
も
無
か
つ
た
。彼
は
總
ゆ
る
社
龠
主
義
的
糾
織
を
雛
じ
て
共 

れ
は
人
類̂
黑
人
、
然
ゲ
動
物
の
へ
下

R
1
從
也
し̂:
る
も
の.で
あ
る
ど̂
へ..
言
明
し'て.
-̂-
る
。
從
來
宗
敎
の‘lb
#
主 

義
的
假
製
：代
傾
倒
じ
た
,®
)
逸
手
工
：業
靑
银
ば
今
や
、
現

«
ビ
の
矛
盾
を
趿
知
す
る
に
刹
つ
'た
。‘亡
命
：者
同
盟
の
機
關 

紙「

亡
命
者JR
ばK  
ロ
レ
タ
リ
ア
の
：階
級
意
識
が
濃
厚
ど
な

6
、
宣
傳
は
陰
謀
よ
有
力
な
る
武
器
で
あ
る
事

^. 

取
良̂
5
つ
た
®,
る.
意
見
を
主
、
、
し
じ
抑
懷

»
し-
た
の'は.
^
ョ.
ッ
へ
チ
ゾ
'ゲ
ゾ
の.私
講
師'̂he

o-dor  Schuster  
.で
あ 

つ
，た
。
.一

方
ハ
ィ
デダ
ベ
ルb.
の
，双»
»
v
l$crveneciy’

は
保
守
的
態
..
度
を
闽
執
し
た
。
爱
R
分
裂
の
®
は
播
か 

れ
だb
.一
 
八
三
六
赘
同
盟
の
遞
歩
的
分
壬
は
が
ユ
ゥ
ス
タ
：
ア
に
率

a
ら
れ'て
脫
退
し
IE.
義
者
同*
を
組
織
し
た
。同
» 

は民主：
なが、

*
產_

起
聚
じ
た
.
が
そ
れ
は
勿
論
バ
ボ
工
フ
主
義
の
取
な
る
模
倣
で
は
な
か
つ
た

000 

ッ̂

^
リ

:̂
グ
が̂
八
三
七
苹
九
.
刀
1$
び
巴
里̂
來
た
時"事
情
は
斯
様
に
迄
發
展
し
て

.
ゐ
だ‘。分
裂
後
指«
厥
理‘
 

を
：缺

ゐ
/2
同
盟
ば
，ワ
ィ
ト
、
ソ
ゾ

v
k
同
：盟
信
條
の

.
起
草
を
依
囑
じ
作9『

人
類
の..現
實
苳
理
，
想

』

は-
か
く
'
し
て
彼 

の
：筆
^
成
り
ノ
ー

 
八-:
年
の
未
頃
爾
名
お
以
：で
巴
：里

^
公
部
せ&
§
,.
?
.
ぺ 

述
懐
し
.
て
謂
ぶ、''-
':
"--.
/：:
^̂̂
^̂
 
. 
•

ぃ-

;
V
- 

:

ノ
-
パ
’

第111-.11奋
(

八
九
九V 

.

.
'

『

人
-̂
の
^
货
ミ
判
想
^

统̂
は
れ
れ
る
リ
ィ
ト
リ
シ
グ
の̂
ゃ
ト
^
ヤ

■第
，七
；號：
.

...一 .1.

五
..

画



S

十

二

卷(

九
0'
9

:』

人
類
の
現
誉
理
想』

1-
'
現
は
れ
/;
ぁ
ワ
イ
ト
ニ
グ
の
ユ
ゥ
ト
.ビ

ャ

第七
駿ニ

六
-

3
A
U
1
八
年
巴
里
で
"
自
分
は
、
自
分
が
少
し
前
加
，入
し
れ
吾
.々結
社
.

^

同
盟
員
の
懇
望
^

ょ
>
 

財
貨
共
首
社
會
の
可
能
性
を
带
物,

€
て
»
說
し
ー
で
贳
ひ
度
いビ

の
侬
賴
，を
受
け
た
。

一
人
の
競
耕
者
は.あ
つ
，た
が 

本
部
は
自
分
の
著
作『
人
®

の
現
®

i
Jy
l
想
.

』

ど
を
滿
場
一
致
，を
以
て
採
用
し
て
吳
れk
'.。
：
 
ニ
千
*
"を
印
®
し

た

タ
 

論
稿
料
：は
一
文
も
ま
け
な
が
つ
た
。
_
本
#

ど
.書
#:
允

頃

め

自

分

啟

每

说

ボ

時

、

'

,
■
_
、
：
日

ー

曜

ロ

は

午

後

十

ゴ

時

迄
 

哉
義
人
^
し
て
勞
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
言 

.
本
截
の
见
想
的
源
觀?:
碗
定
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
ラ
、
ム
ネ
‘モ、
フ

ゥ
リ
ユ
エ
の
影
響
.の
特̂

著
じ
い
事
は
ず 

は
れ
な
ハ
o
撕
愛
の
觀
念
を
初
め
ど
し̂:
、
總
て
の
某
督
敎
的
傾
向
味
殆
ん
.ざ
ラ
ム
ネ
モ
の
感
化
代
歸
す
べ
き
で
あ 

ら
ぅ
し
、
，
勞
働
ど
享
樂
ぬ
調
和
”

財
貨
共
有
肺
會
の
構
成
等
の
思
想
は
フ

ゥ

リ=

:
の
®.
接

影

：響

ど

.鬼

る

べ

き

で

あ
 

ら
う
ぷ.

.

■.,
'

 •

.
v
.
r
:
-

へ.'

:

.
'

 

‘

又
力
.ベ
エ
の
影
響
が
‘屢
ミ
：力
說
ぜ「

ら
れ
て
お
る
。K

a
l
e
r
/
F
u
c
h
s

等
■は
何
れ
^

此
見
解
で
あ
る
^
併
し
乍
ら
力
へ 

エ
のV

o
y
a
g
e

 

en. I
c
a
r
i
e
.

の
は
出
版
は
1

八
四
〇
年
'で
あ
ク
、
ワ
イ
'ト
リV

ダ
0

本
«

は
ー
八
1武
 

る
を
見
れ
ば
影
響
有
無
の
間
題
ば
自
ら
解
決
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

. 

' 

.

本
書
の
出
版
に
關
し
て
は
記
憶
す
べ
き
佳
話
が
あ
る
。
本
書
は
巴
里
で
秘
密
a
.

に
出
版
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
是 

が
た
め
に
彼
の
同
志
は
少
か
ら
ざ
る
精
_
的
物
質
的
犧
牲
ゼ
拂
0:
た
。〈
即
ち
同
志
の
或
者
は
_
ら
植
字
し
、
.印
刷
し 

製
本
し
、
室
を
貨
與
し
、
文
或
者
は
：、
寄
金
し
た
ヶ
、
資
金
，調
達
.の
^
め
に
時
計
を
入
数
し
た
者
^

へ
も
あ
つ
尺
び 

本
^

は
又
蜀
塗
本
國
に
も
播
布
せ
ら
れ
作
。
例
べ
«

同
-盟
會
員
^

し
て
フ
ラ

イ

ブ
拆
ヒ
の
，«
.
エ

：H
e
m
n
c
h

 

Jakobi

は
一
：
八

三
 

_

 

巴

て
：ゐ
吝
。§ 

.

正
義
者
同
盟
は
、
ヌ
イ
ト

リ
y

ダ
：共

産

主

義

の

：
浸

潤

：る

共

^

旣
^
軍
な
る
陰
謀
主
義
め 

實
際
上
^

は
七
月
王
政
化
依
る
出
版
及
結
.社
の
0

由
禁
壓
.の
年
め
.は
、
.尙

ほ

依

然

：ミ

し

：て

陰

謀

.團
體
ど
し
て
止
6

季 

節
俱
樂
部
の
援
助
を
仰
い
で
P

た
ハ
'一.八
三
九
申
31
:
_
.ぉ
十
立
H:
グ
ラ
ゾ
■
キ
イ
、
バ

：，

.ベ
へ
の
：季
節
俱
樂
部
が
巴
里
鐵 

命
の
陰
謀
を
企
て
る
や
，正
義
者
同
盟
も
乏
に
«

加
し
粍
デ
併
し
'乍
ら
此
陰
謙
が
大
事
は
_

ら

：ず

し

て

彈

：壓
：

'せ
ら
れ
 ̂

ブ
ラV

キ
イ
、.\

^

ベ'が
投
獄
せ
ら
る
：
 

>
や
同
盟
'ネ

亦

其

飛

味

を

ぅ

け

'て

直

ち̂
解
散
を
命
發
ら
れ
シ
ャ
ッ
：パ
ァ
、：

： 

バ
ゥ
エ
：ル
、，
ォ

^
等
の
有
カ
分
子
ば
前
後
じ
て
英
國
^

逃
れ
て
此
地
^

同
监
を
造
令
從
。1'

八
四
o

年
以
來
同
盟
の 

中
心
は
英
國
偸
敦
^

移
：0
'た
;:
°

四
六
年
頃
ま
で
中
心
：思
想
は
依
然
ど
し
て
ワ
イ
ト
S

ダ
の
共
産
主
義
で
あ
つ
た
。⑽ 

巴
里
同
盟
分
散
後
、
ワ
イ
"ト
ッ
：シ
.グ
.は

四

散

：せ

る

同

志

*

糾

合

じ

て.再

興
^

計
つ
ー
た
招
、
四
0

^

瑞

西

宣

傅

，
：の

使

命

を

#

び

て
：
&

里
を
、去
名
や
.
、

£
3
0
费

铃

：

〕

之
妗
代
：て
&
:里

3£
^

^
同
盟
.の
：指
導
^

當
つ
た
。：E

w
e

r

 

b
e

c
k

は
力 

'、へ
 

'千
主
義
を
鼓
吹
し
た
が
、
ワ
イ

ト

リ
シ
グ
の
勢
カ
ぼ
依
然
牢
固
た
る

も

の
.で
あ
つ

た

。

ソ
.イ
ト
リ
ン
グ
は
瑞
西
K

移
て
以
.來
、
ジ
ラ
ネ
：エ
，ダ
^
:疋

義

者

同

盟

を

造

グ

：

1
八
_

ー4
年
十
2:

ど
自
由
の
.保
證』

G
a
r
a
n
t

o-n.' der 

H
aH:
3;
:G
n
i
e 

und, Freiheit 

.

を
公
^
し

た
15
併
し
乍
ら
本
書
の
根
本
迅«
は
人
« 

の
現
實
^
理
想』

の
备
れ
：̂
同
.
1で
あ
つ
て
、
唯
だ
後
者
：：の.敷
衍
補
綴
^
外
.な
ら
.な
.い
：。

へ.是
等
の
«

實
^

徵
す
れ
ば
、
' 
ワ
イ
ト

リ

ノ

ダ
の『

人
_

の
現
»

く
理
想』

は
初
期
獨
逸
社
倉
運
動
の
患
想
水
準
を
示 

す
冬
の
で
あ
6

同

じ

く

社

會

運

動

：

史
上
：：：

の

思

想

的'里
檩
持
る
も
の
で
あ
る
。
共
產
黨
宣
言
、
勞
働
者
綱
領
ミ
共
^
、
 

初
期
社
會
運
動
の
理
解
の
重
：要
な
る
典
據
で
あ
ら
、5
。
 

：
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第
一一

十

二

卷

(

九
P

一)
『

人
類
の
現
.賞
ミ
.
理
：
想

』

に
.
現

は

れ
/:
る

ジ

イ

ト

？

\
グ

の

ユ

々

ト

ヒ

ャ

第
七
號 

ニ
セ



第
二
十11:

卷

C

九
〇
5

『

人

類

の

現

赏

过

现

想

』

：
！
现
は
.
れ.
わ
る
)?
ィ
卜
リ
ゾ
グ
の.
1
ゥ
卜
ビ
ヤ 

锹
七
號 

二
八 

•'
■-
lr
/'
ィ
ト〔

リ
ン
ゲ
の
名
は
從
來
、.
主
ヾ」

し
て『

M
取
ぐ」

-
Mrt
i
の
保
證』

に
依
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
し
乂彼
を
論
ず
る
^
は 

本
*

に
言
及
す
る
の
み
£

て『

人
.類
.の
现
實
>:
0!
«』

を
顧
み
な
い
。-方
ァ

レ
：ル， Q

.

如
.
&
ヮ
ィ
ト
リ
ゾ
グ
研
究
の
笫
.

一 

人
者
^

亦
斯
鄯
k

就
て
論
及
す
る
や
極
め
て
冷
淡
で
あ
る
？
其
他
^
や
で
あ
る
。『

人
類
^

現
實V」

现
想』

は『

調
和7J. 

自

曲

：の

保

證
』

：の

最

初

の草
稿
i

目
ふ
べt

の

で
.、
其

屯

に

ほ

後

者

の

-中

で

詳

述

せ

ら

れ

た

思

想

が

旣

に

祚

す

る 

の
み
な
ら
^

^
將
來
ー
社
會
の
^

想
ネ

節
取
乍

ら

其

»®*
を
a

ふ
事
が
出
來
.る

(1
5

 ̂
A

ト
リ
ノ

.
グ
，rM

ら
後
部
此
事
を
言 

明
し
て
ゐ
る
日
ぐ『

此
眷
は
能
カ
選
櫸
及
び
一
種
.の
交
易
制
_度
/?
.る
取
引
時
間
の
«

度

を

含

ん

で

ゐ

吝

：

.が
'此

制

度

は 

今
f4
も
#

、

予

の

猶

て.の
«
«*
を
M

.1
:
'て

、

予

の

提

，議

す

る

..改
^
.の

雜

礎

を..な

ず

；も0
セ

あ
.̂
fe
^

^

侬

て

舰

れ

ば 

『

^

釋
の̂

實

ビ

纏

想‘も
は
气
御
和
' ビ

自

由
■の
..保
®』

ヾ
し
同«

の
.
.
»
^
想̂
',史

的

意

義̂'」

'有

す
 

'る
.の

み

な

ら

ず

.
、

又

ょ

众 

大
蕊
る
社
#

運
動
迸
的
意
_

を
#

す
る
。
サ
f

 

ダ
の
洛
は
^

も
，す
®

忘
れ
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
：併
し
本 

書
ゆ
存
_

难
意
義
罗
は
11
^
迦
沒
#

6
れ
.，%
ゐ
る
0
,:
'

^

^
 

，く
. 

.

，

.

'

•
 

. 

.

.

. 

:■
;

: 

;

.
 

'
筆
者
の
目
的
は
^

^

:
备
本
«

の
.風

繁

.統
?:
嗨
ゾ
.可
.及
的
§

^

響

疋

‘

す
る
^

過
ぎ
«

い
，
圆
ょ
4

本
書
：

€ 

 ̂

 ̂

d
w
w 

E

か n
-
g
&
u
m

 eiiL

eia
r
m

(T),n:.s&ciers 

w
^.
ff
i
al
, 

的
關
係
に
論
及
す
る
事
は
輿
味1

;.
!
>
,而
冬
重
1

る
餅
究
/?
る
を
夹
は
贫
い
％
、.筆

者

は

着

姑

ぐ

後
R
代
割
：愛
：
 

む
尤
祺
獨
に
^
本
書
的
內
容
??
解
明
す
る
^
止

.«
兑
た
>
寡
聞
な
.る
筆
者
は
：又
本
書
把
關.す
釦
_
究
.
0あ
る
^
を
知 

ら
ぬ
ド
：拙
稿
が
多
少
旗“
咬
も
®

缺

を

補

表

：
一
：
'

助
ビ
な
ら
ば
幸
甚
の
至
が
で
あ
る
。

ご
厂

1
:
7

:.'

因
^

本
書
^

初
版
は
ー
，
八

 
ー
ニ
ー
八
年
^

里
^

出
版
せ
ら
れ
、
雄
.萬
版
ば
.
1
.
A四
五
坪B

e
r
n

じ̂

V
匡 

て
.出
版
せ
ら
れ
.た
。
最
新
版
は
一
八
九
五
年
w
d
u
a
a 

F
u
c
h
s

が
前
揭
第
二
版
を
臺
本
、じ
し
て
、
其
編g

す
る
®
會

a
H
L
g
l
H
B
M
n
J
B
I
m~~

I
3
J
3
J
f
l
l
n
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勞
働
者
階
紙
の
貧
困
は
如
何̂

し

て

、
發

生

す

る

か

o

勞
働
ど
费
働
に
依
て
產
出
^
れ
る
財
« :
の
不
足
せ
る
^
站
く 

も
の
で
あ
る
か
9
.:
ツ
ィ
ト
ゾ
ン
-グ
は
.應
へ
て
謂
ふ
、

•『

爾
等
は
農
杧
霜
を
戴
含
、
夕
^

星
を
戴
^
て
&

^

豐
华
が
相
次
ぐ
ハ
榖
倉
は
收
.權
物
で
滿
っ
.て
ゆ
る
。然
る
.̂
.爾 

等
の
.大
多
數
の
者
は」

衣
食
住
ほ
す
ら
事
缺
く
有
様
で
あ
る
。
額
に
汗
し
て
働
く
者
の
地
上
の
財
貨
を
享
く
る
事
極
め 

て
値
少
で
あ
る
。
何
故
で
あ
ら 
>必

。
‘

乙
れ
勞
働
、(1
-
.勢
働
に
依
て〗

產
出
せ
，ら
れ
た
財
貨
の
分
配
於
不
平
等
だ
が
ら
，で
あ
る
。

貧
困
i

m
船
ど
は
此
不
平
等 

な
；る
分
酿
ガ
か
生.れ
る
。
何
ど
な
れ
ば
辕
者
あ
ぅ
て
貧
者
あ
办
、
貧
者
あ
6

て
富
者
あ
る
か
&'
で
あ
る
。

常
貴
_

勢
は
^
義
技
反
す
る
？
富
貴
權
勢
の.存
$

る
所
に
は
孙
不
義
が
存
在
す
る
。
天
國
は
唯
だ
茁
義
者
.0
.も
：の
.
 

で
.あ
^

0

0

.

ン

.

.

.
■

' 

へ 

富
裕
若
く
搞
不
義
.
^
.は
吏
^

換
言
す
れ
ば
勞
働
す
る
：事
な
ィ 

つ
事
の
_

で
あ
る
。
か
く
^

他
の
#

は
«
#'
の
.
.た
.め
は
勞
働
じ
な
け
れ
ぼ3 :

:ら
.ぬ
o
.
彼
等
は
富
者
.の
：用
ふ
る

も

の
.を 

無
^

て
：*
^:
さ
な
け
れ
ば
な
?>
:
な
や
の
だ
。
是
が
た
め«
等
餹
百
蹲
の
者
は
自
分
達̂

は
全
く
無
用
な
勞
働
^
從
事 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

s

o:.
*
,、
'

'■:
:
.■ 

V 

.
:;
-
;
v 
.

:,」

；
ゾ

生
活
代
事
缺
く
人
間
の
倚
ほ
存
す
冬
限-

は
、.
翦
人
の
生
#

ミ
幸
福
..

VJ.

R

必
要
.な
ら
ざ
る
總
て
の
勞
儆■
.

用
の
：

勞
勅
で
あ
る
$

懸
命
纪
製
作
じ
：た
奢
侈
品.で
.も
、
之
ヒ
持
.贫

い

多

數

、.の
人
々
.に
ば
佩
O'
役
に
立
、つ
で
あ6

ぅ
か
ひ 

而
も
是
等
多
擻
の
勞«
^

は
.用
ひ
方
に
依
で
は
.社
#

防
：有
用
な
も
の
で
あ
る>:
何
匕
な
れ
ば
生
活
に
必：®

な
る
勞
働 

は
彼
等
に
侬
て
輕
減
せ
ら
る
旮
か
ら
で
あ
る
。
：
：
锨
_

办
怠
條
者
、
彼
等
の
安
逸
を
充
す
た
め
に
彼
等
化
尜
仕
せ 

ふ

群
、.
.彼
等
の
不
正
を
庇
護
ず
る

M
:

隊
を
擧
げ
來
れ
ば
餘
等
は
有
用
な
る
業
務
を
免
か
れ
た
る
者
の
敷
多
愚
に
«

く
で.
も
ら
，

rN
?  

-
/V,
' 

r. 

.:■
:

:

ニ' 

 ̂
- 

...

此
人
類
の
敵
の
不
蓝
蓊
は
汝
の
總
て
.の
精
神
力
、
肉
體
カ
を
自
己
の
利
益
の
た
め
_に
利
/f
l

t
る

に

甘

せ

ず

、
.

等 

の
食
慾
は
財
貨
の
氓
等
な
る
革
#

を
拒
む
、
而
も
其
財
貨
の
最
大
最
善
の
，部
分
は
彼
等
や
彼
等
の
た
め
k

任
意
的

 ̂

若
ぐ
は
强
制
的
に
勞
働
ず
る
«:
近
者
ゆ
た
.め
^

要

求

せ

ら

る>
。
' こ
れ
が
た
め
.最
#
の
生
活
必
襄
品
の
價
格
は
騰
貴 

し
.、.
.爾
等
0
實
鈒
は
>
|恆
'̂

卞
攀
品
の
«

_
少
し
か
«:
ひ
得
な
い
程
度
に
な
0.
て
じ
1

ぅ
0
’死
ぬ
まS

 V!

し
て
も
此 

以

主

與

へ

：
て

吳

れ

る

人

は

：
な

s

、
把
'か
ら
勞
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.s. 
o

丽
も
.乙
れ
は
彼
等
の
挑
へ
_

き
所
で
あ
る
。

肉
^

か
他
の
.
食
»

品
^

街
；^
»

ず
屯
^

が
あ
れ
« ;

上
诗
ビ
か
、「

今
日
で
は
皇
帝
ビ
い
，
.
ふ
槺
容
も
の-
が
其
0 'r

番
善 

れ
.部
分
^

耍
求
す
る
。へ
次5

:

§̂

の
#

は
金
塊
を
持
て
來
て
殘6

の
部
分
を
要
求
す
る。
«

等
は
何
物̂

も
あ
6

付
。

勞
働
者
が
貧
«

«
れ
ば
获
る
程
、. '

大
#

人
や
/)
>
寶
商
人
の
た
め
^

勞
働
し
な
，け
れ
ば
な
ら
贫
いo
是
等
の
大
商
人

や
小
賣
人
ば
勞
働
者
を
踏
臺
化
し
て
金
儲
を)

考
へ
てa

る

の

で

あ

る.0
し

か

し

避

は

決

し

て

彼

等

の

惡

意

か

ら

で

は

尊

い
、■

金
#

會
の
：組
織
が
高
利
制
度
^

出
來
で
ね
る
か
ら
で
あ
る
9

を
し
て
ー
正
義
者
ば

> パ
ン
を
乞
は
な
け
れ
ば
な
ら

な
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勞

働

者

：は

小

賣

商

人

|か

も

必

宴.品
5:
:

»
ふ
場
合
で
も
少
量
響
：、

J

貝

は

な

け

：れ

ば

攻

，ら

：な

5

>

何
.

v
j

な
れ
ば
小
責
商
人
で
も
自
分
の
生
活
を
立
て.て
行
ぎ
度
い
の
は.同
桊
だ
か
..ら
で
b
:

る
。
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努
働
.者

は

亦

利

用

す
^

場
合
^

卒
高
利̂

^

恐
■

■ ^

い
へ
程
羅
い
へ
利
承
を

±
_

挪
ぼ
：«
^ '
-

作
^

^

.ば
I

皮

霄

、
假
含
斷
分
の
經
營
搬
張
^
必
嬰
な
資
本
を
借
入
る
場
合
で
も
唯
だ
普
通
の
利
子
を
支
拂
ひ
さ
へ
す 

れ
ぱ
濟
む
。
總
て
利
子
ど
租
稅
ど
は.他
の
名
義
¥

勞
働
者
の
負
擔
？
な..る
0
.

高
.利
貸
の
結
果€

し
て
生
活
資
料
其
他
の
必
宴
品
の
値
段
が
騰
貴
し
て
も
、

.
是
が
た
め
稀
金
.支

辦

者

も

商

人
%:
隹

少
の
負
擔
釔
ず
ら
負
は
彥.。..：全
部g
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勞
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者
は
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擔
め
愛
荷
婼
靑
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様

で

あ

る

が

.、.
共

大

多

數.の

者

は

今

日

尙

ほ

未

だ

自

衛
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ら
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勞
働
者
の
斯
|

悲
慘
な
る
運
命
は
果
し
て
何
に
跛
く
も
の
で
あ
：る
か
。
彼
等
は
1 »
^
^

^-
其

責

を

歸

し

や

，
ア
？

ず

る

.？
：
，
馨
へ
.らぐ、-
:.

;

’，：
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現
今e

社
#

^
於
い
て
機
械
が
發
明
せ
ち
れ
、
完
成3
る
れ
ば
^

れ
る
程
、
人
類
大
多
數
の
地
位
は
愈
ミ
貧®

S 

菜
る
。
何
年
な
れ
ば
機
械
が
孫
_
し
な
げ
れ
域
幾
西
捣
の
有
閲
徙
食
の
階
級
は
自
己
の
本
能
並
に
欲
望
充
足
の
汔
テ 

總
^

の

他

の

階

級

の

ー

努

カ

を

：
必

寒

ミ

す

る

^
^
^
^

し
#

る
機
械
が
發
，明
.
3
■る
、
や
、
，最
早
多
數
の
勞
働
.者
を
必
要
ビ
し
無
く
な
つ
た
。‘.
か
く
し
て
元
一
來
勞
働
者
の
勞
働 

を
容
n
勿

な

ら

し

ひ

べ
$

t t

能

を

有V,
a
.

る
機
械
の
锻
明
、
建
設
は
努
働
者
の
勞
働
を
拨
助
す
る
所
か
、
.却
.て
彼
等
の 

貧
•困
?:
'

助
成
.す
る
0
:が
现
狀
で
あ
.を
。
斯

、
る
W

態
k

し
て
永
緻
す
る
以
，上
.、
不
疋
な
る
人
々
ば
、
•
勞
働
者
が
_
己 

の
_
迦
改
_

の
た
.め
，防
#;
案
發
.明
せ
し
も
の
を
今
後
、
'益
ミ
彼
等
の
®

ひ
ベ
き
利
己
：̂
0
的
の
た
め
に
用
ふ
る
事
ヾ」
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併
し
乍
ら
贫
It
:
の

：
原®

味
^

8

^

_る
0
で

ば

：
無

い
o

«

«
は
却
て
.人
カ
办
到
.朦
及
ば
な
.い
カ
せ
敏
'©
を
入
«
^

 

提
供
^
ァ
多
ぐ
の
.勞
.働
i

煩
勢
#

を
竹
い
て
吳
れ
^
の
’
^

"將
.來
逾
課
さ
を
ベ
含
典.同
社
’會
で
は
人
頓
の
.た
.め
.
^
荦 

福
'
V
V鋳
る
も
.の
で
あ
る
。.
.而
ら
ば
貧
困
.の
原
因
は
何
處
R
存
在
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
。

勞
働
者
は
唯
<

時
勢
の
，非
な
る
を
歎
詖
す
る
の
み
で
其
何
故
犮
.ふ
や
を
詮
索
す
る
事_

で
あ
る
$

不2

詮
索
し
.て
も 

其
眞
相
忆
：觸
れ
る
事
極
め
て
稀
で
あ•る
。
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工
場
勞
働
者
.ば
機
械
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'

吡
ふ
、，
手M

l

着
は
ギ
火
ド
の
规
約V

瞥
業
の
囟
*

、
上
姽
社
#

の
琳
賧
« -

奢

藤

紀

见
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啟
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称
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響

ぉ
.隱

；る
ず#

以
€

&

柞
も
：憲

_

费
で
ゐ
泼

繁

'
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即
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避
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現
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1
、切
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_

藝
_

ネ

旣

砍

迦

；
■

凑

於
■

ね

那

貨

硬

等

酸

翁

硌

_

生

康

；
る

：

 

努
働
の
不
苹
等
な
る‘分
•刚
ば
疲
く
轳
^

で
あ
る
が
、‘斯
る
，嫌
’惡
す
.べ
ざ
蚍
# :
の
本
率
を
5 1

.沁
助
敗
す
を
4

.の
：に
貨
# 

V
、

.地
位
不
.平
等
^
起
.因
す
る
逾
德
の
« -
勝
ど
が
^:
る
.？
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一®

今

田
.ぁ
.

<

^

幣̂

か* .

卑
#

*

^ ,

翁

，ぐ%
#

«

'

.

.
不
卑
存
在
す
る
：事
が

.出

.
■

な
も
摩
れ
谈̂

も
貧
者
も
驢
.て
相
，
 

搬
、へ
て
* .

同
社
#

の
^

活
&

« :

ま
.ヤ>,
;

'

を
，#

な
.
く
な
る
‘。
併
し
.乍
ぢ
今
[:
1

-0 -
'
.
所
歌
货
«

が
今
锻
#

ぼ
存
續
す
る
#

上
、 

佌
界
ぼ
決
し
て
向«1
.

$

は
な
ら
な
い
o
.
货
幣
導
入
以
來
人
聽
ほ’
舭
何
に
貧
麻
ミ
不
華
ミ̂

懺
ん
だ
事
か
。：
人
類g.

總
. 

哄
.る
罪
戤
^:

觥
陷
を
考
邊
す
る
に
其
太
多
擻
而.も
.
社
會
の
安
取̂
'
«

ふ
も
の
'
は
、
.貨
幣
が
若
し
存
在
し
な
か
つ
た
な 

ら
ば
發
生
し
な
か.
つ
'た

も

の

で

あ

從

て

货
«

の
消
滅
.
、
共
同
社
#

の
導
入
V
J* ,
^
:
if
t

滅
す
.
る
も
の
で
あ
る
事
幻
，
 

知
る
夕
.

■

啩

、
：
：
本

等

を

.宣
■
:

Li
r

3 i
:

_

て
»

除
せ
ら
れ
ざ
る
限6

人
類
、の
幸
福
：は.決
.
し
て
建
設
す
る
事
は
出
；來.な
い
。#

人
の
.事
業
を
完
.
成
.す
；る
に
は
>
決 

^

♦

中
途
で
业
免
る
事
な
く
、
.

ー
步
進
み
て
貨
僻̂

手
を
觸
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
類
は
救
助
を
求
め
て
戰
て
ゐ 

る
。
，菩
々
の
義
務
は
此
好
■
紅
逸
せ
ず
柳
用
す
る
事
で
あ
る
。

.

.假
令
、，
耻
や
生
命
や
卧*
^

敝
し
て
も
人
颊
の
.完
成 

を
求
：§
な
げ
机
ば
な
ら
ぬ(0」

赏
■

は
人
類
の
#

罪
.羊
で
あ
る
。.
貨
幣
の
亦
f

j
不
平
等
の
莩
藥
、
勞
働
分«
の
不
平
等
ど
.は

密

瘐

不

離

の
|«
:
係 

を
有
す
&

。
貨
幣
.の
存
.す
る
.限
>

、
隈
級
別
、
缺
乏
；
'、
過
剩
、
總
て.の
罪
：恐
は
依
然VJ

し

て

，
同

一

で

あ

ざ

。

•階
級
め
不
平
等
の
/2
め
^

蓝
起
せ
ら
れ
る
道
®

の
頰
廢
は
亦
此
人
類
の
贫
闳
を
增
火
す
る̂
役

立

つ

。
，
貴

族

汰

贿
 

人
よ
ぅ
も
威
張
ぅ
、
商
人.は
^H

集
者
よ
シ
働S,

ビ
沒
負
し
、
直.接
歡
.を

拂

ふ

擊

方

，
は

# .
働

渚

よA
も

遙

かR
偉

い 

ど

信

，じ

て

彼
'等
を
皆
輕
藤
1:
る
.
0か
く
し
セ
何
れ
の.階
級
^

於
い
て
も
.他
人
よ
6

財
產
の
多S

者
は
他
人
^

優
る
ゼ 

考
へ
て
ゐ
る
-。
勞
働
者
す
ら
、.新
し
，い#

服
を
乾
け
て
ゐ
る
％
の̂

對
し
て
は
、
..楚
を
持
た
な
い
努
働
者
は
頭
が
擧 

が
ら
な
い
ビ

い
ぶ
有
«

で
.ぁ
る
。‘
_
る
 ̂

き
事
で
あ
る
其
貴
は
，何
れ
も
勞

儆
考
：の
無
激
A'

快
儒
s

k
存
す
る
。
勞
爾
者
は
自
分
.が
地
上
最
も
有
川
な
る
人
間
だw
分
れ
ば
、
美
し
く
裝
つ
た
滕 

迪
者
や
瑪
者
の
馮
鹿
粼
汔
#

爲
の
凫
皙
ひ
を
し

$

で
锻
等
を
尻
_

^
か
.け
る
だ
け
め
奧
氣
が
出
來
て
來
る
。
<5
>

■

.

.

瑰

_
*|
:

#

の

貧|«
ば

.根

本

原

因

は

财

貨

の

不

屯
等
な
る
分
*

、
_

_

^
:|
:
{
:ハ̂

產
^
必
要
な
る
勞
働 

分
_

&
濟
苹
等
で
^

^
 

t
v
-
ま
f

を
_

し
> 
.
■
膨
ず
恣
-

1

&
貨
«

驅
に
，隋
_

本
«

#
紀
翁
く
遒
德
：の
賛
廢
：
. 

は
#

ず
名
ミs

ふ
の
が
ワ
ィ
ト
リ
ン
グ
の
現
行
釉
會
觀
の
骨
子
で
あ
る
。
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パ
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ッ
.ィ
ト

リ

シ

：グ

の

猶

肅

す

る

.將
來
肺
«
は
舭

貨

典

有

.社

會

C
*

產

社

俞)

で

あ

る
此
ff
i

#

0
根

本
條
件
は
節
制 

具

ふ

事

で

あ.る
o

無
節
制
d
 'S

太

事
W

總
.ゆ

感

地

東

の

華

福

：

s

破
壊
者
,

お
ダ
、.5
.
'財
貨
共
有
f

:

の

不

俱

戴

突

：

g:_ 

敵
嚼
あ
る
'-
0
: 

. 

.
, 

; 

ン

：
.： 

;

.

,.

:

.

-
.

•■
:
然
择
は
■

•€
_

#
飾
#

を
*

5
に
'、
：
ムS
れ
は
：極
端
な
る
無
節
制
の.狀
態
で
あ
る
。
成
る
荠
は
殆
ん

V'

矜
佥
く
勢 

備
»

營
む
_

無
<

”
而
*

鱉
.澤
.の
隈
ヶ
怒
盡
し
て.ゐ
.る
。
之
に
反
.し
.、
他
の
_大
多
败
&
者
'は
過
度
の
勞
働
化
從
事.し
.
 

乍
>

^

%
尙
餓
死
し
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:

財
貨
共
有
社
會
は
決
し
て
、浪
费
家
大
酒
家
の
特
權
で
は
なS

。

何
の
心
配
も
無
く
、
不
斷
の
幸
福
に
生
活
し
得
る 

靡
會
の
共
同
的
權
利
で
あ
る
。.
.多
数
.の
人
々
は
此
權
利
を
破
壞
し
や
ぅ
(£
;

は
考
へ
な
_い.
で

お

ら

ぅ

。

何

ビ

.な

れ

ば

共 

れ
は
大
多
數
の
«

利
だ
か
ら
で
あ
る
。0
丨 

•

.

.
此
社
兪
が
實
现
3

れ
た
揚
合
、
吾
々
の
欲
紫
は
怎
ぅ
成
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
ヮ
ィ
ト
リ
ン
グ
は
楚
に
就
い
て
は
極
め 

て
繼
S1
し
て
ゐ
る
。
謂
.へ
ら
く
、
菩
々
ば
幾
多
の
欲
望
を
持
て
何
れ
も
其
^
£疋
を
求
め
て
ゐ
る
。
菩
々
の
辦
乏
を
助 

:

け
、
®

々
の
宰
福
を
保
證
し
て
吳
れ
る
各
湔
の
財
貨
を
求
め
、
是
を
得
る
た
め
纪
勤
勉
办
行
す
る
。
集

屢

看
 

は
決
しV

菩
々
を
見
棄
.て
なs
。
6 :

:吾
々
の
欲
望
が
節
制
を
失
ひ
、
他
人
の
權
利
を
«

密
し
な
い
限

6

遠
虛
な
く
其
滿
见
.を
屮
出
て
n

ば
、
此

If
:
會
は 

是
等
0

欲
望
を
充
见
し
て
吳
れ
る
。
撕
し
中
^

並
外
れ
の
大
食
澳
や
飲
酒
家
が
あ
づ
て
、
其
欲
望
¥

充
分
充
た
3

な 

け
れ
ば
不
幸
だ
せ
感
ず
る
場
合
が
あ
る
が
、
斯
様
な
：大
食
、
大
飲
酒
の
性
癖
は
習
惯
R

甚
く
も
の
で
あ
っ
て
修
養
に 

依
て
矯
,1
£
ず
る
事
が
出
來
る
。
古
嫁
代
も
あ
る
通
：ぅ
、
生
來
.、
大
食
漢
V
JV*
ふ
者
.は
な
い
、
仕
込
ま
れ
\し
大
食
淡
 ̂

な
る
の
だ
。
斯
る
例
外
的
場
合
は
’之
を
無
節
制
の
罪
^j
考
へ
な
い
で
、

r

種
の
瘐
病
ビ
做
し
て
適
常
の
治
雄
法
を
！！

. 

ず
れ
ば
1'
;

い
ゥ 

ハ
V

,

-ト
.
.
..
パ

.

.

.

$
2

的
本
.
等
の
狀
德
は
於
$

セ
_

ケ
$

仕
*

を
成
觀
し
1:
:

承
«

稱
_

釤
婴
.

_
す
^

?

^

ぼ
#

^ :
’

^

要
^

も
の
だ
け
紅
求
め
る
，事
は
な
る 

0

1

::
'

.

.T
f
tロ
々
は
龜
味
嗜
好
化
應̂

1:
:
食

-«
を
し
度
V»
:
V

」

.M
ふ
。
斯
様
な
_事
は
此
社
會
で
は
貨«
5:
;|
1

び
.なS

.

で
日
ヶ
是
V
J

行
^

#

が
出
來
る
;0
■
'

:•
. 

V
 

ぃ
ぐ
.
，
.
，
'
：

! 

. 

• 

. 

,
, 

’ 

:
、
. 

'
:
、

.

.

哥
々
ば
亦
旅
行
し
度5
e ;
m

七 

斯
る
事
は
全
く
御.
资

S

舞
用
で
あ
る
。
吾
々
は
規
寒
の
勞
働
時
間
後
.'
' 

w

m

- a

旅
行
は
#
ョ
で
も
出
來
を
吵
終
 

> 

徙
步
で
も
三
十
姐
見
當
の
場
處̂

行
け
る
し
鏹
道
な
ら
ば
優̂

三
窗
里
見
. 

常
の
旅
行
ば
出
來
ふo

e

-,
, 

. 

、
 

•

將
來
社
#

で
.は
麥
働
•

怎
，ぅ
成
る
.
.で
.あ
ら
ぅ
が
々
ヮ
ィ
ト
プ
ン
ダ
に.據
れ
ば
共
康
社
#

で
は
^

«
は
最
早
^
痛
で 

は
«:
<*
';
奮

6

御
ろ
'却
て
快
樂
S
な
る

ビs

ふ
の
で
あ
る
？
謂
へ
ら
く
 

•

『

勞
働
は
S

簾

で

は
.娘r

く 

I

 

o勞
働
時
問
の
短
少
.

vj

變
化
.
V
J
k
依
，て
勞
働
，は
快
樂V」

な
，る
'
:0f

人
の
勞
«
時 

間
は
午
前
、
他
の
一
人
の
勞
働
時.間
は
午
後
、
今一

人
の
勞
働
時
問
は
夜VJ

S

ふ
風
，で
あ
る
o
勞
働
時
間
の
，间
分
^
最 

も
好
都
合
な
聊
業
の
勢
働
者
ど

1

所
^
な
る
。
パン

.燒
は
-終
夜
一
パゾ

を
燦
く
必
要
は
なS 

P半

夜

眠

る

事

が

出

來

‘
る 

今
.日H

場
で
他
用
し
て
ぬ
る
、
，，燈
汕
、
：ー
叨
、
：
瓦
斯
を
ば
、
劇
場
、
舞
路
場
、
靈

、

.
讀
»

#
、
.音
樂
龠
等
の
た
め
 ̂

他
用
ず
る
。
生
活
並f
e率
福
の
'
_め
は
必
：要
.な
る
努
働
は
、
获
か‘が
褪
腊
い
燈
火
.の
.於
.め
^
健

旗
€
視

カ

式

を©:
:
ふ 

事
を
翦
求
し
な
.い
。
何
ど
な
れ
ば
吾
々
は*
単
#

澤
な
る
怠
惰
者
の
た
め
に
勞
働
す
る
の
で
は
無
い
ノ
泡
分
達
み
把 

め
^
勞
働
す
る
の
で
あ
る
，
晉
_

々
の

必

着

充

た

す

の

み

な

ら

ず

又
li
t
货

を

璺

资

す

る

た

.めに
勞

働

す

る
の 

で
あ
る
。£

學
問
»
術
.ば
怎
5;
處
：る
で
あ
;̂
ぅ
か
。

ソ
ィ
ト
ッ
ン
グ̂

依
れ
ば
、
財
貨
共
有
社
會
が
赏
现
せ
ら
れ
、
高
利
制
度 

が
消
滅
す
れ
ば
へ
襲
術€
科
學
ビ

は
非
常
な
進
步
を
遂
げ
る
。

こ
れ
は
今
：

H

 "

瓦
人
中
九
九
人
ま
で
缺
け
て
，

Q

る
知 

識
を
ば
、
人
類
が
、
蕺
：別
な
く
習
得1:
る
時
ビ
手
段
幺
が
與
え.ら
れ
る
た
め
^
彼
等
が
.非
常
^
.高

い

科

學

上

の

，
敎

奪
 

を

受

け

，る

事
^
な
る
か
ら
で
あ
る
。(6
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2
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•
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'
'い：

.
'

(

*
!
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'
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.

.

.
へ
'
.
'
.
.

則
貨
共
有
社
會
v
J
ts!
^

る
^

先
.セ
ぃ
此
*
.會
が
正
義
の
‘
^
來
に
適
.へ
る
の
.
#;
實

を

信

仰

し

且

つ

信

耕

し

な

け

れ 

跋
な
.
&ぬ
。
信
仰
ビ
信
賴
c£
を
0

立
す
れ
ば
其
れ
丈
に
て
，_ル
勝
に
半
«'
こ
の
正
義
を
成
就
ぜ

し
も
'の
で
^-
る
o
,
儇
仰 

は
.泰
!1
1
わ
も
動
す
事
が
出
來
る
。
見
^

じ
て
唯
於
信
ず
：る
;«
1

隊
»

纖
备
も
の
|
^

で̂
_

る
.。
併
ぼ
乍
ら
：̂

は
決
し
て
因
的
に
到
達
し
栎
る
所
以
の
も
の
で
は
な
い
o

:u
:

へ
信
# :

は

报
歡
敎
義
ぱ
然
k

弗
い
た
深
さ
確•信
ょ
6

生 

れ
出
で
/ 2

も
の
で
あ
げ
れ
ば
な.ら
ぬ
0
(0

ソ
4

ト
リ
ン
グ
'は
»

«

_
義
ボ
啟
然
^

凇
く
此
華
信
ょ
6

し
て
.、
凡
そ
人
類
の
眞
の
幸
福
は
、
財
貨
典
有
«
會
が 

左
の
如
き
根
本
脱
■

を
*

视
じ
な
.け
れ
ば
、
到
底
不
可
能
で
あ
るV」

論
じ
て
^

る
。

•

(

一
W

然
.齋
並
妃
某
督
的
愛
§
-
法
則
が
社
#

の
總
て
の
法
#
-の
独
礎
く
な
W

歌
。

，
 

，
.

(

ニ
0
全
人
類
を
遍
く
.大
家
族
同
盟
^

結
合
し
、
H

g
、
宗
派
等
め
狹
陰
な
る
槪
念
を
除
朱
す
る
事

e
2
>勞

徽

の

雇
|

奋

麗

重

活

資

称

の
|;
篇

識

_

:

。

：
ャ

' 

:

C

四
0
.自
‘然
法
.

^

_く
爾
：性
'の
平
等
な
る
敎
育
並
，
^

屯
等
な
<る
»
'利
及
義
.歡 

：

へ
:
'

‘ ：.

C

五
0

M
ゆ
る
相
織
娜
並
&

私
有
財
產
權
.の

廢

止

.

——

-

•

.

:

〈

六〕

普
通
選
擧
れ
：«

で
拧
政
奮
任
命
や
る
事
、ン
行
政
部
逢
只.任

を

負

び

、
':
:
罷

免

(

七)

生
活
赘
料
の
準
等
な
る
分
B

k
常
て
、
行
政
部
の
優
先
權
を
許
^

ざ
る
事
.、
公
務V」

他
の
勞
働
時
間
V
J
V
J平

等
の
地
«

技
置
ぐ
.事
ソ
.
：
：
ド̂

 

:

:

:

:

.
;

(

^)

各

猶

が

出

來

：
る
':丈

け

行«
並
^

言

論
.の
_

*
を

有

ず

秦«

r s

九
0

總
：て
の.：人

は

其

！

|

-

的

：並̂
由
體
的
.資
質
の
.行
俾
及
龜
成
泠
崩*
3
戾
苹
段
_

附
興
ず
る
第
' 

.

(

十)

犯

罪

者

は

唯

た

、
共

段

幽

及

、び

平

等

の

.權
利
の
み
を
罰
し
て
、生
命
代
§

さ
ざ
る
事
、其
名
#
を
罰
す
る
場 

告
は
、
it
#

ょ

終

身

：の

破

門

、
：
追

放

を

以

：て

行

ふ

辦

.

是

等

の

根

本

：原
：琊

は

¥

^
る
^
.
岛

己

紅

 

ふ
事
で
あ
.る
。
'

馨

の

原

ff
l

無

く

ぼ

、
是

等

：の

藤

理

め

.實

參

ぐ

ば

：入

顧
^

眞
0:
_
^

#

來
人
麵
の
®

を
絞
^
ft
:幾
多
の
慘
禍
ほ
.、諸
î
族
が
：此
等
.原
.理
‘の
實
現
R
.努
力
す
れ
ば
庙
ら
消
滅
す
る
.で
あ
ら
ぅS

 

財
貨
共
有
社
會
®
0
:的
&
:人

類

の

：眞

：正
：
の

幸

福

で

.あ
る
が
、
併
し
乍
ら
、
ヮ
ィ
-ト
リ
ン
、ダ
は
此
社
畲
を
直
ち
に
耻 

會
改
造
0
最
完
杀
な
.
:̂
理
想
で
あ
るv

j

は
斷
言
し
な
い
。
個
人
^

於
け
る
.ど
同
«

に

時

玳

^

依

て

完

全

性

の

溉

念

も 

相

異
t

て
_

る
;'
.
-
0
.
人

麵

は

完

荃̂
.益
4
接
近
す
る
事
は
.出
來
る
.が
、
.
一
靡
^

し
て
.、此
完
全
^

到
達
す
る
事
は
';
(
-
1
1
來
な

い
'。
.

-

.

: 

„ 

.

■:
:
 

.

.

完
全
'̂
れ
は
腐
能
の
#

で
あ
る
。
足
^
到
達
し
や
ぅ
(1
'

す
る
雄
は
神
^

模
倣
す
る
事
で
&
.る
(0 

S
I
'

〕
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..

h
:*
'i
t

»

#
成
.立
の
'
.根

本

，條

仲

は
.以
上
述
べ
た
通
ぅ
で
あ
る
.が
、
次
^

猶
乜
依
て
抓
か
れ
介
る
ュ
タ
ト—

ピ
ャ
即
ち
狱
' - 

の
：所
1

入
類
大
家
族
询
盟d

a
s

 

g
r
o
s
s
e

 

F
a
m
i
i
i
e
n
b
u
n
d

 

d
e
r

 

M
e
n
s
c
h
h
e
i
t

の
.構
造
を
述
ぺ
や：

ぅ
。
.

' 

•

, 

ソ
ィ
>

リ
シ
グ
^

侬
れ
，ば
..、
_

人
的
た
る
ビ
.社
舍
的
/2
る
ど
を
.問
は
.ず
、
凡
そ
人
類
.生
活
の
±

個
..の
板
本
條
乎
は
‘.

懲
？

%

響

ぁ

集

最

5

藤

書

■

塵

淸

は
_

.

_麵

_

馨

廣

：：

自

然

證

す

る

；裔̂
の
：.苑
#

各
^

め
^

£

.̂4
^
^
.
.分

配

オ

，る
：
事

^

存

す

る

。
：

 

.

地

, 1
-
1
.の

幸

爾

：
^

神̂

近

ぃ

、
完

成

の

最

高
.の

现

想

ヤ

ぁ
\

其

の

最

も

锻

因

攻

る

茈

礎

は

社#

的

平

等

で

ぁ

る

が

、 

#

. «
會

的

平

.等

は

ニ

個

の

釦

織

、
即

ち

家

族

.組

織̂

 

.
F
a
m
i
i
i
e
n
o
r
d
n
u
n
g

苦

く

は

?

樂

の

紺

織a
i
e
o
r
d
n
u
n
g
.

 

d
e
s

 

0

; 8
§

?

及

び

業

務

糾

織

身

0

漼

ば

岛

5
0
10,
1
1吕

糾

'
を

俟

.て

初

め

.
て

货
«

せ

ら

れ

る

，。

.

:
 

_

族

組

織

は

家

長

’
の

&

督

を

受

け
’
.る

家

族

：
か

ら

诚

る

：
。
約

十

家

族

が

家

族

組

合

|

虹

久

飢

合

役

.員

會

を

選

定

す

る

。 

十

家

族

組

合

で

家

族

區u
e
r
:
F
a
m
i
l
i
e
n
k
r
d
s

を

造

6

區

役

«

會

を

1

定

す

る

0

.

.各

.1
^

貫
.会
&

夫
：々
大
象
族
厉
监
の
_

會
にJ

名
の
代
議
士
を
選
ぶ
。.
此
議
會
は
大
家
族
同
盟
の
最
高
立
法
廳
 ̂

る
元
老
院
金
釋
ぶ
：
。;.
:
;
:
.
:
:
.

| 

•
' 

.

::
r

業

務

：組

織

：は

農

K

階

級

、.：H

A
階

級

、
學

者

：階
：級

、

.及
び
.產
業
.张
.隊

か

農
民
階
：.
は
、
，.農

民

：拾

名2

.
隊
を
造
：々
、
其
努
働
の
撒
督
者
並
^

指
抓
者
ど
し
.て
隊
長
を
選
出
す
る
。
隊
長
抢

九
名

で
-^
:
:

1

名
の
_

作
者
へ
乾
1
^
|
1
1
1
1

蒼
選
出
す
る
。
軿
作
者.は

博

名

の

，
業

搽

指

«

者
で
f

 #
ft
指
令
せ
ら
れ 

た
勞
働
釤
隊
.長

の

間

に

分

®
し
、
*
勞
«
が
忠
»

^
而
も
儿
帳
而
k
遂
行
^
れ
る
や
西
や
を
®
督
す
る
。
餅 

作
者
拾
名
の
由
か
右
侬
表
者—
名
幻
農
業
會
議
に
送
る
。
：
：：
'

,

,..

農
業
會
議
ば
穀
物
耕
作
、
猶
補
栽
培
”ゝ
忽
布
栽
培
、
桑

樹

栽

培;'
',
養
蜂

、
：飼

羊

等

業

の

各

部

門

か

ら

、
夫
：々
：

一 

名
の
長
常
を
選
出
1>
ズ
大
家
族
同
»

0
內
閣
に
送
る
。
.;
:

此
内
閣
は
斯
様
に
、
農
段
階
級
、
土
人
階
級
、
：學
者
階
級
孃
出
©

長

管

を

以

せ

組

織

豸

れ

る

：
ドV 

,

ソ
- 
X

A

1
 V
' 

:

」

.
：
-

:

?

.

:

:

'

,. へ
"
：

.

手
:[
1

_
、.
.
»術
、«
械
エ
，業

、
>1
:
:場
勞
_

^
從
事
せ
る
者
は
總
て
此
階
級
に
嫋
す
る
。
 

へ

:
?
:
:
>
'■
V, 

農
民
階
級
の
場
合
ビ
同
樣
、
拾
名
®

に
.
一.
名
の
業
務
桁
.揮
，者
,'
西
名
侮
^
.
‘ー.名

の
：
親

方

を

選

び

、
親

方

拾

名

每

^
_
ー 

名
の
31
人
撒
督
官
を
選
ぶ
。

.
：

.

-

■

;

.
'
,

.

百
名
の
：
.
卫
：人
逾
督
官
所
在
地
は
、
.

.

1個
の
名
成
組
合
を
嗇
ホ.°
:
名
入
舰
合
は
、
全
施
俞̂

有
益
な
る
發
|

教
し 

た

勞

働

者

か

ら

成

る

：：。
：
洛

人

：
組

合

该

夫

々

：其

地

方

の

亩

名

の

$

人

盥
«

営

：
在

表
を
.送

'6
'
。
此
委
員
會
俅
丁
度
戡
民
階
級
^

於
け
る
'農
業
會
議
の
如
_さ
％
の
で
、：.
.

特
殊
な
X

業
部
冏
か
％
夫
々
.
一.名 

の
長
常
免
太
象
族
同
盟
の
：內
閣
に
送
る
。

: 

-

 

名
人
ほ
、：：眷
所
で
受
け
た
豫
備
知
識
を
以
て
同
時
^

此
ー
ー
階
級
^

歸
屬
す
る
。
を
し
て
此
ニ
階
級
で
、
夫
々
肉 

这
め
性
向
は
準
じ
て
各
種
の
部
⑶
で
働
く
事
が
出
來
る
。
N
C

ん
な
譯
で
あ
る
か
ら
、
エ
業
^
於
い
で
エ
人
盥
督
宵
が 

收
鏺
時
狀
若
ぐ
は
必
耍
時
^

、

一
介
の
勞
働
者
ビ
し
て
耕
作
^

協
働
す
.る
こ
ど
7?
有
;̂
#

る
_譯
で
あ
ぶ
0
.
.

.
雜
ニ
ナ
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.

各
人
は
.向
己
の
#
黛
^
侬
て
同
時
^

1
秫
荇
く
は
数
»
の
業
務
.代
從
事
す
る
事
が
出̂

る
.
0.此
目
的
の
た
め
に
勞 

«
は
總
て
.ニ
時
問
#
代
交
代
す
る
。

. 

：

.

.

.
/

'

.
_
者
階
級 

V
 

: 

業
務
組
織
の
三
部
冏
を
通
じ
て
、
多
年
の
硏
究
を
要
す
る
地
位
を
*

ひ
る
者
は
此
階
級
^

屬
す
.る
。
 

此
哲
的
の
た
め
^

各
家
族
組
侖
_

敎
育
所
を
持
て
ゐ
る
。
各
.家
族
.區
は
.多
數
の
.エ
海
學
敉
.の
外
k

高
等
學
梭
を
有 

す
签
:.
9「

：十
家
族
赚
館
は
若
ぐ
は
西
萬
人
每
亿
ー
.
個
の
大
學
を
有
す
る
".
 

.

.

. 

,

火
家
族
同
盟
の
敎
.授
は
各
學
部
か
：&
夫
々
的
閣
R

一
名
の
長
宵
^

選
.ぶ
。

.

此
卜
の
外
、
各
炎
擧
即
ち
、
蕰
奧
を
極
め
た
.硏
究
生
は
、
學
者
#

與
會
に
十
名
.の
代
表
を
送
る 

此
學
者
娄
凰
*

は
®

業
龠
議
や
±
:
業
蒌
資
會
ピ
同
織
に
改
選
期
ま
で
會
合
を
.續
け
る
。
：

元
老
院
は
學
者
費
#

が

.̂
M

_

51
.
.w
t>
-
.
e彼
等
を
學
者
.階
級
の
重
翦
な
る
地
位
(̂
任

命

す

る

：
。

同

様

^

、

農 

業
會
議
か
ら
其
指
»

者
’若
く
は
£

督
者
を
選
出
し
、エ
業
#

員
會
か
ら
大
エ
場
の
支
配
人
及
び
筂
記
係
を
選
出
ず
る
。

»

间
家
は
何
れ
も
何
#

か
#

華
:1
:

業
の
實
際
を
體
得
し
な
け
れ
ば
な
6

ぬ
。
己
れ
は
’、
向
己
の
專
Fy
が
規
定
の
勞 

働
時
間
を
耍
し
な
い
場
合
、
其
時
間
寒
教
を
ず
る
た
め
で
あ
.る
。

各
人
は
何
れ
も
差
別
，無
く
、：
 

S

.E
L
'の
性
向
妃
應
忆
：て
、：：敎
育
を
受
け
る
事
が
出
_

^

:
大
學
並
^

高
等
學
校
の
敎
育
は
特
^

優
秀
な
る
學
生
^

限
ク
、
勞
働
時
.間w

し
て
計
算
さ
れ
る
。

産
業
軍
隊 

- 

•，.勰
.て
體
カ
强
雜
な
人
間
は
三
.年
間
產
業
軍
隊
代
服
*

す
る
*

務
が
あ
.る

。
舨

授

—

灶

十

五

歲

か

ら

十

八

歲

I
i
|
I

勞
慟
時
間
は
他
の
產
業
部
i
z
k於
け
るw

同
糠
で
あ
る
。

被
等
ば
瓦
名
每
^
踩
督
宵
を
選
>
:
"其
他
料
學
的
知
識
を
必
要.
$す
る
各
種
勞
働
指
抓
着
は
事1
:家
の
中
か
ら
任
' 

命
'̂
れ
る
。
 

,

縣
會
宵
の
被
選
擧
資
格
は
パ
服
役
沏
限
後
:
你
ほ
取
隊
に
止
4

れ
る
者
に
限
.る
。

I 

-
彼
等
は
勞
働
時
間
の
外

、

敎
#
所
^
這
入
.る
事
が
出
來
る
。
三
年
の
服
役
刺
間
中
，
0

己

の

好

め

：る

職

業

の

知

識

： 

を

修
#

し

た
6

、

若

く

は

服

役

前
0-
修
#

る

も

の

或

は

學

校

に

て

.修

#

せ

る
«

業
|:
3>
.に

練

磨(2
..
て

皆#
す

る

。

H

弈
後
、
；何
等
の
豫
備
知
識
を
習
得
し
な
か
つ
ゎ
者
は
ノ
尙
炫
常
分
、
軍
隊
に
殘
留
す
る

0

此
場
合
に
は
勿
論&

.
 

督
者
S
し
て
の
被
肇
擧
資
格
を#

务
。
.：

：

.

. 

ノ >

艰

隊

は

济

部

隊
R'
別

れ

、
、
各

部

隊
.ば
#

れ
も
夫

_々
、
特
殊
の
勞
働
R

從
事
す
、.る
"

今
、
或
る
部
_

^
志
願
者
が
不
足
せ
6

揚
合
^

は
、
滿
眞
め
部
隊
で
杣
籤
に
依
て
何
人
が
此
弱
少
部
隊
纪
服
務
す 

，，ハ

さ
や
1

決
定
す
る
0

•

闯

雜

的̂

總

て

の

苦

役
^
:
服

務

す

：
る

名

«

部

隊

な

る
.
も
.
の

が

あ

る
-

此

郁

隊R

1

年

間.自

發■

化

廉

務

せ

.
し

も

の 

は
餘
ず
一：

一
部
の
服
役
を
免
除̂

れ
る
。

.ゝ選
擧
權
若
く
は
丁
.年

は

義

寥

的

服

：役

_

問
後
^

受
け
る
。
そ
れ
ま
で
義
務
的
勞
働
の
遂
行
に
關
し
て
、
规
雜
.正
し 

く
土
^

^
服
從
す
る
::
°

.

產
業
'¥
隊
，は
、.
®
痛
的
^

組
織
せ
ら
れ
直
接
元
老
院
の
指
揮
を
受
け
るo
地
方
で
勞
働
す
る
場
合(C
は
其
地
方
の 

家
族
に
分
宿
す
る
::
°

此
因
的
の
た
め
^

各
戶
忆
客
問
を
設
け
る
。

，第
：l
llt
—
.卷

c

九
ニ
七
’

^
人
類
ひ
规
狻
^

现
想
に̂

现
は
れ
た
る
ジ
ィ
卜
リ
ン
グ
の
ユ
ゥ
ト
ヒ
ャ 

節
七
號 
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1
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九
ー
八
-o『

^
媒
.の
规
货
^
理
.想』

.*|>
-
.现
.は
れ
'?
:
る
_ジ
_ィ
ト
リ
ン
_グ
の
ユ
..ゥ
->
:
.'̂
丫

第

七

^

.̂I
g
r

• 

■ 

■

，■

廣
期
間
^

旦
て
無
人
鄉
で
義
務
的
勞
—

を
行
ふ
廉
合
丸
は
、
己
の
た
'め
简
舄
住
宅
?-'

造
る
。

ぐ

：
:.
;

彼

售

位

總
<

元
老
稅
％
冷
の
業
翁
に
從
事
す
ゐ
の
；義
狢
七
畨
す
る
。
；
.

.: 

;

.

f

等
の
-從
霉
す
る
最
も
馨
f

努
働
は
、
鑛
山
業
'
鏹
遒
、
防
波
堤
の
雄
設
、
運
河
、
道
路
、
橋
梁
の
架
設
、淼 

林

现

^

.
麗

地
_
の
:«
,
-
、̂
不
宅
地
の
間
.艱〔

取
:；
®

及

生

產
.%
の
.輸
送
.
.港
鱗
の
浚
«

、
.猶
路
、
翁
築
物
め
掃
除
、

V 

施
他
.植
民
•
あ

ぶ
.0
,
-
：

.
 

,

•

:

 

. 

■

,

:
.
. 

• 

-

.

少

,#
賜
衣
办
^

斯
る
勞
働
^

派
て
身
體
?:
練
習
す
れ
ば
、
纏
て
、.
顔
.色
#

田
、
.紳
經
質
で
病
身
^
人

％

、

は

防

べ

な

 

汐
、'
;心
身
典
化
强
健
な
る
新
し
い
人
鍾
が
生
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

,

.(

八〕

.

.

.
-

,

...へ

 

.

.

.

ぃ.

.

.

•

, 

究
老
院
汲
內
閻
.

„ 

■

-

.
 

、

■:
,
,
.
;
统
凄
院
社
家
族
紺
織
ょ
ヵ
避
そ
.
|
|慕
し
、
大
家
族
同
盟
の
最
高
執
行
廳
で
&

る
。

家

藍

織

は

？

の
.欲
？

规
定
し

、

5

組
織
は
I

養

_足
.の
芋
段

を

規
宛

す

。

,

,

v
 

r

.

.

:
痛

. «
紺

織

若

く

は

、

路

人

欲

黛

の

平

等

彥.分

配

に

關

し

て

、

元

老

院

は

、'十

家

甚

區

黎

は

約

¥

1
人

#
(0
ー 

名

め

撤

督

常

逢

設

骰

し

て

行

政

を

容

易

な

ら

し

め

る
。

.

. 

;

醫

I

各
地
方
の
S

物

宏

該

漂

馨

f

 S
.
S
.

 

2

剩
f

響

K

S

しv
1
K

老
f

-
料
品
、
加
エ
品
の
分*
代
關
し
セ
も
亦
.同
權
で
あ
：る
0 

;

:

元
老
^

は
全
.嵇
#

^
の

：
作

製

し

介

明

剎

#

^

依

て

大

同

监

各

員

の

欲

望

の*

;*
並
性
質
;̂
詳
細
^

知
纟
且
0
計

踌

降
定 

t

g
 の

.
• 

勞
働
の
代
表
者
.が
#

々
其
分
*

せ
ら
れ
/2
勞
働 

一

人 

.の
藤
業
家
が
葡
.荷
栽
培
、
.他
の
農
業
家
が
穀
物
耕
作
、
化
學
者
が
鑛
|.
1|
業
を
引
き
受
け
る
.ビ
い
ふ
風
^

夫
.々

特
定
の 

勞
働
の：

代
表
者
が
勞
働
の
_

常
ゼ
受
.け
る
Q 

.

.

代
表
者
，は̂

fc
主
事
、
工
人
®

督
官
產̂

s

の
高
級
將
校
味.分
»

す
る
。
彼
等
ぼ
又.
楚
5:
:

各

員

に

夫

々

振

々

常
 

■

元
老
暖
の
事
務
ば
；、
各
樂
藤
か
ら
此
處^

選
出
せ
ら
れ
た
代
表
者̂

依
て
執
行
3

れ
る
。
元
老
院
は
、
榮
春
、
住
®
、

衣

服

八

舉

問

、

藝

冒

、
：

_

箏
の
如
ぎ
馮
人
の
幸
福
^
必
要
な
る
趼
題
を
司
る
プ

 

ノ

.

.元
若
院
.ゆ
改
寒
ぼ
每
牟
若
く
は.
三
.€

#

R行
は
れ
る
。
改
選
彻
に
■
は
常
に
元
老
院.
の
，三
分
の
一
.の
み
を
改
選
す
る
。
’

.
元
、老
_
1
1
1分

-:
の
潞
_

^
同
_

_
、
議
#;
三

分

ー

‘
の
滿
^

ど
芯
气
元
老
院
の
決
議
は
三
分
ニ
の
多
數
決
で
行
ふ
が 

苦
し
.、
*

老
院
が
此
多
败
代
充
た
ざ
る
時
は
、
議
會
の
絕
對
.多
*

を

以
.■で

足

を

行

ふ
。
.’
' 

\
 

.

.
:
.

.

#
度
若
く
.ば
數
度e

閣
員
に
：選3
3

ざ
れ
找
場
合
、
_

像
親

鎌

ず

 

藤
務
維
驗
で
は
女
性
も
贝
性$
同
樣
^
選
擧
.、
’被

選

攀

資

格

を

有

す

る

.，
。

.

’
■

' 

.:〈

九 
>

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

,
取
§1
時
間
：

.
/ ,
• 

/

丨
条
働
策
坐
淸
财
の
平
等
分
配
丈
け
で
は
做
ぼ
人
類
永
遠
の
萆
»

は
覺
束
な
い
。.
嚴
密
に
，分
割
さ
れ
る
千
馓 

一
#

の

•

:

:
 

平
等
は
恰
も
、
旅
^

«
れ
、
.飢
饿
^

迫
れ
る
興
，國
人
^

踮
れ
た
不
‘味
い
食
物
の
如
き
も
，の
で
あ
’る
。
常
初
ば
飢
饿
に 

委
せV

贪
ぅ
喰
ふ
が
、
*

でm

を
逐
ふ
.て
次
馆
は
不
敗
い
物
€

な
々
'

最
後
^
-嫌
^

吝
へ
な
つ
て
し
ま
.ぅ
0
.
.
?
的 

.
本
響
_

规
#
人
顿
^

倦
怠
^

を
す
ら
與
え
る
。
斯
る
倦
怠
を
避
け
る
た
め
^

は

、

恒

に

潑

淛

た

る

人

問

の

糈

_

^

街

娘H

十1
1
,
C

九
一
九

)
『

人
類
の現
览
^
遡
恕̂
し
观
仪
れ
だ
る
汉
ィ
ト
リ
匕
ク
の‘ユ
ゥ
ト
ビ
ャ' 

紙
七
號
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刀
，、

曲
—

»
§

餘
地
を
_與
_え
.な
け
れ
ば
な
ら
/1
い
0 

.

.

. 

: 

'
勿
論
敝
格
次
る
則
貨
共
有
祉
會
は
六
時
間
の
.勞
働
時
間
.の
外
、

.總
ゅ
，る
科
學
上
ゆ
敎
育
や
公
兆
的
*
典

並

に

«

■
 

^

依
て
人
讲
の
#

M

R
充
分
の
仕
事
ど
.充
分
の
«
s;
を
#.
:證
す
る
事
が
出
來
る
P
:
.併
し
乍
ら
ノ
中
^

は

ノ

出

己

の

-
向 

&

な
る
葸
俎
並
^

終

望

か

ら#
励

す

る.事
が
許
^

れ
~な
け
れ
ば
到
底
幸
福
を
感
じ
な
い
.熱
犄
的
人
_

が
$
« .
'

す
る
0
.
.

#

く
.斯
く
の： r

n
k

は
勞
働
し
度
く
無
.

s
w
m

心
ふ
人
も
あ
る
し
、
冏
f
f
lの
支
給
す
る
衣
服
や
家
具
が
氣
(C
入
ら
ぬ
人 

も
あ
る
。
又
或
る
人
は
一
般
敝
立
表
に
無
い
飲
食
を
し
度
い
ど
思
ふ
。
金
側
時
打
懷
中
時
.計
の
欲
し
い
人
も
あ
る
し
、
 

置
時
扑
を
|欲
し
が
る
人
も
あ
ら
ぅ
。斯
«
^
.务
人
淡
各
<
特
殊
の
希
望
、愁
情
を
持
つ
て
ゐ
る
0
か
、
る
愁
望
は
人
間
阽 

神
の
不
斷
の
活
動
_

依
也
今
後
益
-
增
加
す
る
で
あ
ら
ぅ
。此
人
間
糨
神
の
活
動
範
闽
は
、益
*
擗
大
す
る
。
何
故
ミ
言 

_

、
M
貨
.共
有
社
會
が
平
和
，裡
k

今
後
二
十
年
も
堅
實
な
る
發
展
ゲ」

遂
C

れ
ば
、
踮
人
の
幸
福
ど
生
活
享
樂
に
必 

耍
な
焱
勞
働
時
間
_

日
々
$

時
間
か
&

恐
ら
く
三
時
胤
位
に
減
ず
る
に
至
‘

か
ら
，で
あ
る
。

:h
l
ハ
處
で
'個
人
的
ま
饵
の
原
則
这
社
會
的
平
等
の
原
則VJ.

を
內
的
k

融
和
せ
し
め
な
.け
れ
ば
な
ら
ぬ
リ

.勿
論
楚
が
/2 

め
欲
暮
の
微
增
^
1
;る
«

k
な
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
避
.は
少
し
も
f
t
#全
體
の
負
擔V

J

な
る
事
は
な
い
。
^

故
.

V
J

い
ふ 

k

此
界
必
挺
な
る
徵
望
の
充
足
を
颇
ふ
人
丈
^

が

藉

負

權

^

荷

へ

ば

ょ

い 

» |
く
；

の
如
く
、
||
:
.食
的
_
等
の
限
界
內
に
於
い
て

、

' 

個
*

的
.自
*

,の
帅
張
&*

正
當
化
规
定
す
れ
ば
.
人
顿
ば
應
て 

地
土
の
完
.全
$

ふ
今
ぼ
考
ふ
る
事
す
ら
9:
!
,來
な
5
最
高
；の
.现
想
に
到
達
す
る
。
其
處
k

は
人
爲
的
法
律
の
由
*
も
平 

_

も
*'
早
必
製
で
無
く
な
々
、「

愛
：ミ
協
和
€
が
彼
等
の
第
芬
の
突
肚
€
爲

る
;.
°
.

,

■

.

.

-

_

の

如

ぐ

財

貨

共

：
有

®

#

rr
r

離

設

ず

る

ま_

じ

で

：
、
'
.
勞

働

ど
^

|

雀

の

割

〗
：
的

平

等

实

け

で

は

。

蹬
め
幸
福
を
保
證
す
を
_

充
分
で
は
隹
^

ゾ
煎
に
人
類
の
各
植
.の
性
向
ば
對
し
、他
人
の
權
利
を
«

害
せ
ざ
る
限
\
 

屉
が
天
性
0
自
_

本

能

に

，
活

動
.の
餘
地
：を
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
楚
が
爲
.め
^
は
一
般
的
规
定
の
勞
働
時
間
の
外 

尙
_

任
意
的
勞
働
_

間

を

各

：人

ほ

許
3

苽

げ

れ

ぼ

な|

ぃ
？
此
一
般
的
規
定
の
勞
儆
時
問
以
外
、
各
人
の
個
人
的 

自
凼
を
尊
11
1

す
る

意
味
^

於
い
て
設
定
さ
れ
た
任
意
的
努
働
時
間
を
稱
し
て
、.
収
、引
時
間
.die 

C
c
m
m
e
r
2
s
t
u
n
d
e
n

 

VJ .

呼
ぶ
。

而
ー
ら
ば
此
の
取̂1
_

間
«

運
用
の
方
法
如
#
。
,-
'

:

:ソ

：
 

.
' 

ノ
此
取
引
時
間
は
最
早
勢
働̂
從
事
す
る
事
無
&

*
老
の
：監
督
の
下
に
行
は
：れ
る
。
社#

の
各
員
：は
、
夫
々
取
引
時.
 

間
を
記
入
す
る
手
帖
を
所
持
す
る
。
此
手
帖
を
収
引
^

帖

C
o
m
m
e
r
z
b
u
c
h

 

V
J

言
ふ
。

或
る
：.仕
事
^
於
け
る
勞
鐵
者
が
滿
爲̂:
欲
れ
ば
"

»
脈
_
.
於
1/
-:
で

取

引

時

醫

許
_

打
^̂

く
の
勞
働
者
を
必
要VJ

す
る
仕
^

で
は
、
常
^

収
^|
時
間
幻
行
ふ
歌
が
出
來
る
。
併
し
產
業
：車
隊R

て
は
如
何
な
る 

仕
^

k
於
.い
て
も
取
引
時
冏
を
禁
止
さ
れ
る
事
が
無
い
。

 

ベ

.

:
.

::
■.

家
，族
紙
合
若
く
は
家
族
區
は
、
必
要
品
で
は
無
ぃ
が
併
し
、，
各
眞
，の
種
々
な
性
向
に
篇
應
す
る
各
猶
物
品
の
製
作 

の
疗
め
は
社
事
場
若̂

ば
主
暴
ぉ
^
途
龙
ぁ
。

(

：此
*
货
馨
備
誤
_

_

渡
^

れ
、
愛
で
.取
9.
|

時
問VJ.

看
做
^

れ
る
。
_此
陬
列
室
は
朮
老
若
く
は
他
の
勞
働
の
全
く
不
能
な
人
の
盥
督
の
下

 ̂

在
5:
6 

•總
て
此
處
で
生
渣
3

れ
•た
物
^

は
勞
働
_

問
に
侬V

•計
鐵
さ
れ
.る
。• 
:

I

、

今
勞
働
：者
が
國
民
服
以
外̂

斯
斯
の
.农
服
や
必
要
品
で
無.ぃ
‘物
品
を
得
度
5
.、と
思
.へ
ば
、
尚
己
の
取
引
手
帖
か
ら 

該
常
の
収
^|
時
間
を
妹
消
し
、-陬
列
室
.の
大
手
帖
に
當
該
物
品
法.產
所
耍
時
間
を
計
筇
し
て
記
入
す
る
。
斯
様
に
し

第
二
十
二
卷C

九
1ニ
，

)
『

人
靳
の
现
究
.
>
.
/
现
.想』

|:
吸
{1
.
払
ね
る
ジ
ィ
ド
リ
ソ
グ
の
ユ
ゥ
卜
.ヒ
ャ 

紙
七
號 

四
七



笫H

十

二

卷

(

.九
ニ
ニ)

『

人
娬
の
现
货
3

项
想』

に
現
は
，れ
た
る
タ
ィ
ド
リ
ン
グ
の
4

ゥ

ド

ビ

ヤ

s
：

人

て
、.
不

必

，耍

品

製

作

勞

侧

時

間

.ば
:.
>
斯
る
物
品
使
爪
者
^

依
ン
し
偾
は
れ
る
。
n
疋
が
た
：め
社
‘會は何等の拟欠を
受げ、

 

無S
。

個
人
ば
禆
益
す
ん
0

何VJ.

ば
れ
ば
、.
斯
く
の
如
く
勞
.

時

間

を

交

換

す

る

ビ

險

し

、

,

だ

勞
»

者
.̂
袖

货

.す 

れ

ば

宜：し

い

の•で
.、今

、：：：：

の

如

く

高

利

貸

や

怠

惰

者

の

私

腹

^

肥
や
す
必
耍
が
.な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
場
合
嫩
て
の 

'生
產
物
の
偾
値
ば
勞
働
時
IH
J

^
依
て
肝
箨
せ
ら
れ
る
。
‘
' 

•
:
. 

I
.

總
ボ
脱
則
時
間
^

依
.
9
.取
得
し
..た
物
品
は
其
収
得
者
死
沒
後
は
陳
列
室
に
奵
渡
さ
；れ
、，
W

び
取
.引
時
間
.ど
看
做
岑 

れ
：ダ

タ

斯

榇

に

し

て

収

^
;
_冏
に
剩
餘
が
生
じ
/2
場
合
は
、.
恒
^

一
般
的
.業
務
閉
激
の
芋
段
に
訴
’へ
て
楚
L

平
坶
す 

る
0,
此
業
務
閉
«

は
、
產
業
軍
.隊(
-
‘若
く
は
農
民
階
級
の
各
種
勞
働
を
通
じ
て
取
^

時

卯

が

同

觉

ど

な

る

^

で

楚

を

行
.ふ
:o
' 

: 

.

.

'

•

:

.

-

 

. 

• 

.

.

. 

, 

:

.'

.

€
麗

階

級

の

；
a

w
が

緊

急

を

：

#

す

る

場

合

は

、
.收

權

沏

に

際

し

て
-«
に 

一
®

的
業
.務
閉
@

ヒ
行
ふ
。
斯
る
、
平
段 

^

侬
て
業
務
招
|8
^

分
^

&
¥1
の
均
9

を
保
た
し
め
有
益
且
つ
駿
急
の
業
務
^

對
し
恒
に
充
分
の
⑴
發
的
努
侧
^
を

得

が

出

來

る

。-

• 

. 

, 

:
 
. 

V
 

■ 

■

總
で
の
貨
幣
、總
：て
の
金
.飯
を
.
®解
し
て
、
ブ
般
的
使
用
品
V
J作
製
す
る
。
収
^
時
問
の
記
入
筂
は
貨
幣
の
代
阴
物

ど
'

^

る
。

■

, 

. 

‘ 

：

嘗
て
ス
，パ

,
タ
人
は
、
士1

者
の
蓄
财
を
妨
げ
る
-

た
め
^

大
形
ゆ
鐡
片
?:-

使
用
し
、'

豫
め
酢
に
て
冷
甸
：し
、
«
し
逛

を
他
.

の
！！！！

的
；̂
赏

す

る

場

合

篮

す

る

？

し
た
。
态

鐵

片

が

餘

在

大

形

墓

裳

警

7
P
W

來
ず
r
.隨9

 

不

平

等

^

發

生

を

妨

げ

た

 

•
 

'「

.

.

..

’ 

.

. 

.
•■
:
•;:
:

!'
:
'

舰
料
、
：印
刷
術
が
發
|1
)
1

.せ
ら
れ
て
以
來
、
人
類

杖
高
利
贷
を
'妨
.げ
、‘‘社
#

彻

平

等

を

.猶

摄

す

る

布

カ

蒼

宰

段

を

發
風
：じ
だ
の
^

ヶ
人
類
は
.宜
し
く
一 

刻
も
.皁
く
.此方法を刺用ものである。

此
取
引
時
間
の
方
法
に
依
て
人
類
の
總
ゆ
る
性
向
^

門
戶
が
開
か
れ
だ
。
是
が
た
め
奢
侈
品
の
使
用
す
ら
減
少
す 

る
Fr
!
か
却
て
從
來
R

比
し
て
增
加
す

る

で
あ
ら
ぅ
。

.#
し
乍
ら
，此
奢
儉
品
の
使
^

が
餘
-ヵ
放
縱
^
流
れ
て
善
良
な
る 

風
俗
を
番
せ
ざ
ら
ん
が
た
め
、
役
員
は
、社
會
全
體
.が
取
；引
時
間
の
た
め
に
有
害
な
る
影
響
を
蒙
.ら
.ざ
る
様
、取
引
時 

間
，を
逾
宣
伸
縮
す
る
‘の
‘權
利
を
有
す
る
。
 

‘

:

.

、

’
：
.
.
.

斯

、
る
目
的
ゼ
遝
す
る
有
カ
.

な
る
手
段
は
業
務
.

閉
»

で
あ
&
。

「

各
A

組
合
、
發
明
特
，

許

；
、

裁
钒
，權
、
感
化
院」

名
人
組
合
は
社
，會
の
..た
め
に
# !
益
*

發
明
、
發
見
を
し
た
人
々
か
ら
組
織
さ
れ
る
。
此
組
合
員
は
業
務
組
織
^
於 

1
:て
_
千
_

上「

の
■

.

■

&

憲
|

^
51
擧

■
#

|

獨̂

漏
»:
_

_

は
顯
集
：
遒̂
_
鎂

:«
,
間
比
1

參 

、
、顏

_

^

-:
(
?̂

^

妒
他
0

#

^
暴

、

「

取

引

露
^

臀

顏

.が
出
：來
'る

が

决

寒

妒#
睁
_
.の
：處

分4
を
3£
奪

學
.校
に
於
げ
る

.

子
弟
.の
敎
會
化
從
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

.

■-
名
尤
職
#-
晴
#

^
業
部
門
に
於
い
て
成
就
せ
ら
れ
た
新
發
趴
、
新
發
見
の
効
用
.の
有
無
を
試
驗
し
、
其
#
.許
*

間」

を
定
.め
々
。
遥
が
だ
め
、各
藤
槳
部
.i
z
R
-
は
出
來
，る
だ
げ
、
、1

個
若
.は
數
個
の
.名
人
.紕
合
を
.設
置
す
.る
。
. 

r

斯
く
の
如
さ
特
許
の
結
果
ビ
し
て
、.
社
會
は
科
學
的
に
.も
產
業
上
^

も
進
步
.し
.、
.萬
入
.の
..安
，寧
，ざ
幸
福
ビ
は
促
進 

せ
ら
れ
る
。
«•
故
ビ
言
ふ
に
、ノ
知
識
の
‘檢
進
，̂
完
成
ヒ
は
、
‘總
ゆ
を
物
を
鼓
.舞
激
_

す
.々

肋

會

§»-
靈

で

あ

る

か

ら

で
.あ

ふ

。
 

.

.;:
•ノ

. 

: 

:

第
二
十
1

S
 

(

九
一:
1,

三)
『

人.
類.
の.
現
焚W

.

现
极』

.

に
現
は
れ
わ
今
リ
ィ-
卜
リ
ン
グ
の
ユ
ゥ
ト
ビ
.ャ 

第
七
虢 

四
九



笫
u

i :

ニ
怨
' 

(

九-
ニ
，四〕

『

人
類
：の
現
贤
ミ

现

想』

1
1
.
.
控

，れ
.わ

各

リ

ィ

卜
.リ

ン

グ

の
.
-3
.
ゥ
-ト

ビ

ャ

：

節
■七
城i

五
〇.

#

許
の
條
件
は
新
發
明
、
新
發
見
が
果
し
て
、
’

1般
社
.偷
に
有
益
な
る
や
裔
や
の

.
ー.
事
^

懸
る
。
新
發
明
者
新
發 

見
裁
は
^

に
社
#

に
對
し
、
自
己
の
精
神
力
の■卓
越
せ
る
*

s

'

f
有
益
^

利
^

^
し
事
の
證
f

.
示
し
、

JJ
O 

今
後
-も
亦
社
龠
R

對
し
て

，極
め
，て
笟
耍
な
ふ
泰
仕5:
提
供
し
得
.る
A

々
で
あ
：.る
，か
ら
,'
'
.
,彼
等
，̂
時
'間
.利
;[
]

の
.由
串 

を
.與
.ふ
る
事
は
決
し
て
安
逸
遊
，懶
を.獎

勵

す

、る

事

で

は

な

く

 

r
.
:
寧
.，ろ
新
發
！

r

新
.發
..見
を
促
し
て
社
#

‘の
進
.步

を促 

か
す
た
め
..で
.あ
.る
。
.

.

：

：

r
 

■:
 
, 

■

;
裁

判

藤

ば.品

行

方

正

の.老

人
^

與
.
へ

ら

れ

る。
.

家
麻
®

の
i l
m

ic

依

.て

三

十

名

が

選

ぼ

れ

て
、裁# «
]

委
員
會
を
組
« -

す
^ .

。
rB l
k
.
其
中
ょC

y

备
六
名
の
‘
原
带
侧
ビ
.
.

i

編

i

■
出ず
_

相

看

選

る
六
名
&

辟
て
被
岢
の
有
罪
無
罪
を
決
定
す
る
。. 

• 

•
.

流
業
取
隊
で
は
高
級
將
校
、
敎
W-
所
で
は
‘、
父
並
に
敎
邮
が
未
だ
選
擧
適
齡
k

達
し
な
い
部
下
の
人
々
^
對
す
る 

裁
判
權
を
有
す
る
。

.

邢
«1
1

の

趣

戴

も

し

が

は

メ

犯

跳

の

^

め
危̂

鉍

蒙
^

だ

播

侧

者

赛

く

は

象

族

：の

區

域

か

ら

、

一

時

若

く

は、

S

 

の
逍
歲
へ
公
典
的
祝
祭
及
娛
樂
參
加
の
除
外
、
取
引
手
帖
か
ら
の
抹
消
、
肉
食
、
飲
酒
等
の
禁
止
、
感
化
院
收
容
、
 

鑛
#

及
植
民
地
へ
の
流
調
等
が
あ
る
'

産
業
鄆
隊
ゆ
ば
贖
罪
隊
扒
あ
ー
つ
て
、
犯
，罪
者
は
入
隊
し
て
罪
緦
を
懺
悔
ず
る
#
が
.'
!
:
|來
.る
.

.

(

十.1
>

 

; 

.

■'
■
■ 

•

:

家
族_

合
1-.
1貝
は
五
個
の
幽_

«

物
：論

_

ず
る
メ 

ロ
バ
7

ト.
•.

ォ.
オ

工

ン

の
N

宅w

 

H
a
r
m

o

召

の
■

合
®

物
：： 5
1

正
，

方
形
で
あ
办
、
フ
グ
リ
エ
エ
.
の

p
h
a
l
a
n
s
t

o-r
e

は
ゴ
,
サ
ィ
ユ
&

殿
並
：̂
中
世
^

院
を
模
し
た「

調
和」

を
表
徼
す
る 

f

馬
蹄
形
の
家
屋
で
あ
る
が
、
‘此
家
族
紐
合
員
の
起
居
す
る
五
個
の
建
物
は
五
佝
形
を
成
しV

ゐ
る
。
此
五
角
形 

建
：物
の
中
心
k

ば
家
族
組
合
所
®

の
®
物
が
あ
つ
て
、
其
中
^

は
、
組
合
員
'の
#

宅

及

事

務

所

：、
：
敎

育

所

、

倉

a

、
：
 

嫌補
：！ I
T

蓮
«

局
ノ
旅
杼
者
' 
並
^

瀣
業
*!
_

の

猶
#
>
:
_民
講
堂
、：
劇
場 

天
一
文
*

ぃ
電
信
所
が
あ
る
"

附
近
：代
. 

組
合
共
同
の
庭
鲥
が
-あ
る
。

,

共
冏
妞
物
は
糾
合
役
鳥
.以
外
の
、總
て
の
家
族
組
合
员
の
住
居
で
あ
る
。
五
個
の
共
同
建
物
^

は

各

楝

..ど

も

阈

段

講 

堂
' 

1
踏

萤
.、

食

裳、
' 圖

書

室

、
竜#

室
‘

エ
_

學

機

、
へ

貯

泰

所

h
r陳
列
奪
が
*:る

"
：

威
物
欲
跨
部
は
植
利
、_
■
、
 

經
_

を
旨
己
しV

'

設
計
^

れ
て
ゐ
る
。
此
目
的
の
た
め
^

、
内
部
の
逍
路
^
は
風
雨
防
謎
の
た
め
橄
子
天
井
を
以
て 

鉴
び
、
X

縦
は
は
冷
却
の
位
め
適
當
の
拽
激
め
款
備
が
.あ
る
"

K

R
建
物
の
雞
築
法
は
、
妞
物
内
部
が
同
，温
搜
に
媪 

め
ら
れ
、
物
品
運
搬
が
內
部
の
交
a

を
：妨
げ
ざ
る
.事
を
旨
S

し
.
.て
ゐ
る
。

.
共
同
建
物
ど
中
央
の
組
合
建
物
ど
は
f

 

を
垛
で
修
絡
终
^

參
？
典
同
.建
.物
は
雄
唞
爽
0;
組
合
_

觀
.か
6;
苷
_
1
:
.の
鑛
€

_
妒
^
^

で
集
會
す
る
事
が
出
來
る
。

、备
家
族
は
夫4

設
備
最
樣
完
金
玫
る
廣3
住
宅
を
有
づ
て>
ゐ
る
。_
其

上
1
.個
の
庭
_

が
：附
»

^

ゼ

ゐ

る.0
.
家

族

の 

淸
潔
敝
頓
は
各
家
族
员
の
義
務.で
あ
る
。
父
又
ぱ
象
長
が
此
義
激
の
履
行
を
跄
視
ず
る
。
.
，

.

.
、
 

子
供
は
六
才
迄
家
族̂

祐
つ
て
、.
を
れ
か
ら
學
校̂

收
容
、さ
れ
る
；

- ^
■:
族
は
#

1/
^ '
^

同
的
辦
别
#

5:
«

つ
て
ゐ
る
。
料
别‘
#

は
.
日
々
o '

必
要
狀
を
紐
合
倉̂

か
ら
受
取
る
。
.姐
合
倉 

旅
は
.
月
々
の
# .

要
. ^

を
區
倉
»

か
ら
受
取
る
.。
區
は
.
、
平
々
の
糧
食
を
ば
元.老
院
.の
.
衔
.定
通
6

に
受
収
る
0 

.

笫U

十
.ニ

卷

(

九

一I
s

『

人
類
の.
現

實

ゼ

fi
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第
二
十
二.

^

(

九
ニ
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『

人
，類
，の.
現.
實
^

郫
想』

|:

現
は
，れ
/:
*;

ジ
ィ
卜
,

ン
グ
の
ユ
ゥ
ト
ビ
ャ 

笫
七
镞 

艽
ニ

各
’家
族
區
^

は
、
各
家
族
が
~鄭
趣
ま
化
應
じ
て
造
つ
た
.家
島
園
|の
外
、
共
同
の
一
大
庭
呵
か
.あ
る
。
此
庭
M

の
.果 

實
は
共
同
食
卓
の
食
敗
の
果
物
ど
す
る
。

：

' 

,

漫
遊
.
#は
佩
れ
も
自
‘己
の
'®
在
す
る
，.、
家
、.
家
，族
で
ば
：#
等
.の
賓
客
* :
を
有
す
.る
，。
公
務
を
帶
び
無
い
で
、
一
般 

規
宛
の
勞
働
時
間
以
上
® 1
布

せ

し

場

合

に

，は

、

-
共
れ
丈
け
の
勞
働
を
綮
ひ
、義
務
?:
1

轧
す
る
。
然
ら
ざ
る
時
は
共
丈
け 

取
引
時
間
か
ぢ
、抹
消
次
れ
る
。
，

於
行
者
^

’は
總
ゆ
る
旅
行
上
の
.低
宜
抑
與
.へ.ら
.れ
る
が
、.

#

に
，ぬ
^'
-

®
行
者
k

は
船
取
利
用
の
慠
ト
u

«
が
與
へ
>b'

れ
^
0
.
O
S
.
. 
•■.
.■
、
■ 

. 

リ

…
.：

'
'
'へ'

' 

.'

.
;
';:
i
v
.
. 

■ 

.、

農
利
、‘美
舰
、.經
濟
fe
旨
S

す
る
新
建
築
物
の
設
：計
ば
內
閣
楚
を
.私
^

、
元
老
院
9-
乘
^

を
»;
た

後

、

公*:
造

糞
 

宵
及
.選
擧
人
R

依
て
實
施̂

れ
る
。
 

丨
‘
 

.

衣
服
並
に
雞
築
、
家
具
の
材
料
も’坶
し
.く
內
閱
の
計
«

に
.
依
て
製
造
.提
.
供
、3

れ
る
。
併
し
其
裁
灰
、®

裁
.は
組
合 

役
貨
が
各
產
業
ド
乾
け
る
で
人
撤
督
ビ
相
談
の
上
楚
を
決
定
ず
る
。

紐
合
規
定
の
家
贝
、
衣
服
製
作̂
耍
す
る
勞
働
時
間
は
內
關
規
定
の
努
働
時
間
に
起
過
す
る
事
を
許
3
ず

、
»
し 

超
過
せ
し
場
合
代
は
、
取
引
時
間
に
從
て
丑
を
栴
殺
す
る
ふ
.

.

'-

(

I

V
 V

/
e
i
t
l
i
n
g
,

 

w
. a. 

o
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.
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s..

■

來
1|
:
會
に
於
け
る
計
窬
鑛
濟
の
結
S

し
て
礙
生
す
，る
#

働
經
濟
、

生
產
カ
の
膨
服
等
.の
«

實
は
、
多
か
れ
少 

攻
か
れ
、
旣
に
フ
ウ
リ
エ

‘
エ.
、
' ォ
ォ
工
シ
を
初
_め

マ
，
ク
ス
等
幾
多
社
會
改
鼓
家
の
着
目
せ
し
所
で
あ
る
が
、
愛
に 

ヮ
ィ
ト
リ
ソ
グ
。も
亦
、
其
論
旨
多
少
稚
拙
.の
.嫌
は
あ
る
が
、
均
し
く
此
»

を

カ

說

し

て

ゐ

：
る

。

::
^
r日
農
民
P

大
道
._で
靴
の
毁
相
を
恐
れ
て
之_を
手
に
収
々
、.手
エ
|
米
靑
年
^

つ
#

ゐ
る
§

を

菩

：
々

は

屢
-
見受
ける
。而珞馬も

.靴
も
無
い
譯
で
は
な
い
の
だ
。*
產
社
會
で
は
斯

、る
i

 

鴆
-.
#

は
最
.蒂
必
耍
$

し
な
.い
の
だ
。.
農
民
は
取
で
耕
作
地
^

往
來
す
.る
し
、
.被
部
の
#

働
は
、
雨
や
太
陽
の
灼
熱
を 

避
：

i:.

る
^

め
> 

—

*自
嵐
の
_

證

¥

で
菊
诋
鄉
名
"
^
^
^

架
す
る
が
、：®
も
三
個
.で
充
分
ど
な
る
。
暖
屠
並.

火̂
仕
*

§

敏
合
も
之
ビ
同
樣
で
あ
る
。
燃
料
も
今
日
の
九
分
の 

.
:
1
k飾
減
_

來
や
ぅ
。の

合
旧
首
-
<か
ち
：の
丰
乳
：酏
'*
嫌
が
每
5

、

.

■̂
*
it
®

;:
f
ê5
-o
r
そ
科
*

^
市
め
■

痛
背1

'

称

檐

說

漱

ざ

：窘

^

終
旧
_

禅
皿
_

鎌
て
象
6

て.

ゐ

る
/!
>
:
間
物
一 

商
人
、
紙
袋
纖
造
人
,0
不
必
甄
攻
勞
カ
、
無
用
の
時
間
の
浪
賓
等
^

就
て
も
亦
，.同
樣
.で

あ

る

。

將

來

社

會

で

は

，其

の 

十

. ^
の 

一Q

盤
力
で
社
會
fe

對
し
ハ
同
樣
の
奉
仕
を
行
ふ
毐
が
出
來
乂
上
^

ヽ
詐
欺
ゝ
僞
造
^

辑

ふ

心

酡

が

毛

頭

無

い

の
.で

あ

る.。

. 
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.

.

.

.

.

.

....；
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1:1
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现
は
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ジ
ィ
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ゥ
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ビ
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第
七
鹅 

泝
叫

^

は
感
ぜ
ら
れ
藝
く
な
名
.

で
あ
ら
う
。12
)

交
通
機
關
の
發
達
は
分
業
の
發
煅
を
促
し
、‘
其
產
物
を
有
無
相
a

ず
る
の
効
*

‘あ
-る
事
は
现
今
に
於s

て
は
周
知 

の

見

解

で

あ

る

、
が

ヮ

ィ

卜

リ

ン

‘■グ

は

此

第K
を
#

*
氣
R

力

說

し

てe
る

。

謂
へ.ら

く

、',鄕

か

.に

媒

鈴

翦

の

み

生

育 

.
,す

る

地

：犮
.
#入

：铽

：
‘一:
杯

の
:«
萄

酒
!^
'%
飲

钇

事

ハ

は

谢

來

篑

妒 

; 

浓
な
い
の
が
.現
.狀
で
あ
る
、然
る
に
將
來
«1
:

#
で
は
鐡
道
ハ
汽
班
^

依
て
恐
ら
く
各
地
方
]̂

の
跖
«
が
十
分
の 

一
R

«
 

少
さ
れ
る
で
あ
も
う
。
總
て
の
果
實
が
妃
に
最
も
適
常
せ
る
.土
.壤
、
及
氣
候
に
.裁
培
3

れ
る
で
あ
ら
う
。
穀
物
の
好 

く
出
來
る
地
方
で
は
最
早
、
堀
鈴
著
、
煙
萆
蕪
哿
を
裁
培
し
た
6

、
饳
萄
淹
地
^
穀
物
類
を
栽
培
す
る
必
要
は
無
く 

な
る
で
あ
.ら
う
。
»

作
地
を
收
場
R

變
へ
た
6

收
場
を
耕
作
地
火
變
へ
る
必
要
.も
無
く
な
る
で
あ
ら
う
。.
牧
場
地
方 

で
.、
住
段
生
活
必
要
の
作
物
を
栽
培
す
る
刺
地
を
招
る
た
必
^

牧
^
>
;減
雜
す
る
必
耍
4
.無
ぐ
な
.る
で
<あ

ら

う

，。
f/
.
I 

又
.占
.有
の
破
壞
>

常
備
艰
廢
止
、
见
k

鐡
遨
の
普
及
の
結
架
ビ
し
て
瑪
匹
の
節
約
が
出
來
る
，。
BI
~
k總
て
の
不
必
‘现
. 

な
境
界
、
橺
、：墓
が
撤
去
せ
ら
れ
、
總
て
の
人
は
耕
作
に
.參

加

：、
し

、

.盛
々
-ど
し
て
愉
快
に
懸
命
^
皆
ど
兆
に
勞
働

 ̂

從
事
す
る
。-
:而
系
顧
互
^

愛
を
持
て
ゐ
る
。
斯
く
て
彼
等
は
最
早
今S：

の
奴
隸
‘で
.
.は
無
く
、-

典
勞
働
は1

日
、、

」

し
て 

彼
等
を
過
勞
に
陷
ゐ
事
は
無
く
な
6

、
幾
.富
健
全
な
る
滋
養
は
常
^

彼
等
の
消
耗
.せ
.る
精
カ
を
愤
ふ
て
充
分
で
あ

. 

る
。
,(
3
:
:ゾ

-
.
V
- 

d 

V
-

m

上
：述
べ
■
か
る
が
如
為
嫌*

©

利
®

棍
.何
人
兔
m

ら
i t

首
肯
し
#

る
所
で
.あ
つ
■
て
广
其
結
果v

し
て
財
貨
*

有
a

: 

會
赞
施
五
年
に
し
て
旣
に
彐
倍
め
生
產
堦
加
を
見
る
事
は
容
舄
^
想
像
出
來
る
遺

今
日
、'
吾
々
の
窮
乏
は
決
し
て
.、
必
需
品
生
產
.の
寡
少
な
る
に
某
く
の
で
は
無
く
、
其
分
隨
不
平
等
な
る
に
茈
く

も
'.の
.で
お
.％

,從

^

»

貨

共

 

生

產

カ

三

，倍

v
j

な
.れ

ば

鬼

大‘な
：
る

生

產

物
..の

豐

凊;5
:
保
避
す
る
へ 

«

が
：出

漱

る

。

而

奄

生

*

物
豐
富
ヒ
な
れ
ば
、：

各
人
の
刹
«

が
衝
突
1-
る
處
も
無
く
$

ゥ

、

社

會

は

：唯

ぎ

一.

般

的

福 

利

並S

食
事
の
.歡
喜：̂

毀
^

ざ
&
.̂'
が
'̂

め
{5
-

•無
節
制
，を
罪
惡
ど
し
て
^
 

。
':
'

:
勿

論

：、

財

貨
.共
有
赃
#

實
施
後
最
初
.の
十
四
日
間
、
此
無
節
制
の
^

め
k

#

f

f5r
跺
贿
3

れ
.る
で
あ
..ら
う
が
、
併 

し
；、
#:
ぼ

—
時

的

め

晛

象

：で

あ

つ

ぞ

、
觀

饿

せ

.る
欲
擎
の
滿
足
.
-<
£

共
に
、
漸
次
消
滅
す
る
で
あ
ら
う
。
凡
そ
人
間
の 

貧
愁
が
る
は
、
是
«'
獲
#
す

る

事

圃

雛

な

凑

場

合

ゼ

限

る

..。

常

^
食
萆
を
.脤
は
せ
ば

、
恰
も
现
今
の
腐
敗
せ
る
社
#
 

k

於
，

S

 

v

«
母
ビ
，共
に
.益
乂
«

加
す
：る
^

_
反
|

^
、無
節
制
は
次
第
に
減
少
す
る
で
あ
ら
う
。

文
鑛
#

の
：た
め
.

國̂

：民

召

集

が
..行
1

«
卜
多
數
の
倉
庳
が
燒
失
し
、
掠
奪
3

る
、せ
言
ふ
が
如
き
非
常
峙

R

際
し 

て
#

、
欲
：望
を
厳
密
皎
测
定
ず
る
手
段
を
必
要
$
す
る
。
斯

、
る
非
常
着
ド
は
最
大
の
犧
牲
を
挪
は
な
け
れ
ば
な
ら 

■

。'
其
場
合
^

同
盟
.員
は
1

の

必

要

：品

を

差

，引

.

S

た

殘

會

顧

互R.分
割
-し
て
滿
.足
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o 

此
：れ
^

^
戰
闘
.員
が
.窮
乏
^

杏
し
む
事
な
さ
た
め
で
あ
.石
。
W,
々
•は
S

?

潴

赛

堪
.ぇ
.

§

れ
ば
：I

.な
い
o 

.''
■:戦
隊
人
.ロ
-
1|
萬

め

地

方̂
>
興

中
:1
:

慈

：人

私

集

等

玲

拎

あ

武

器

を

採

れ

ば

_

る大̂

六時間め規定勞
 

励
_

瞅の雜、藤嫌の繼筆玫間、
宓
喪
准
る
貨
馨
の
生
箸
し
：

〕

め
^
 

餘
. 

分
觀
勞
働
&

營
ま
な
け
れ
ば
な
ら
沒
か
：、
る
非
常
の
犠
牲
を
拂
て
も
現
今
の
.文
.明
に
生
過
す
.る
大
多
數
者
に
較
れ 

»:
!»
體
的
、，»
德
的
關
係
^

於
い
て
遥
が
^

幸
.福
な
生
活
を
營
む
^

が
出
來
る
。例

nx£
に
依
て
見
れ
ば
、
財
貨
，共
有
«1
:

#
は
啻
^

平
時
化
於
.け
.る
：.の
，み
3;
ら
ず
亦
戰
時
^
於
い
.
て
も
斯
の
如
き
著
し
&
 

利
益
あ
る
を
見
々
。.
斯
、
る
利
益
は
他
の
制
度
の
到
底
.企
及
し
能
は
ざ
.る
所
，で
あ
る
。
人
ロ
三
四
西
孤
の
小
地
域
を

S
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ビ
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r

,

H十

二
.怨

.

c

^

H

Q

y

『

人

飢

め

現

實

ま

现

恕̂

に

現

は

れ

ノ
^

る

ー

リ

ィ

ト

リ

ソ

グ

の-

ゥ̂

如

ビ

ヤ
.

第

七

虎

：
T/
;
.六

.

以
て
、
非
常
時
^

際

し

、
、

全

歐
.洲
を
向
..に
廻
し
て
而
も
勝
利
を
博
す'5
'
_事
が
出
來
る
。
何
故
ビ
言
ふ

K

敵
が
前
進
す 

る
#

に
味
方
の
.|9
.親
、
努
カ
は
倍
加.し
、：
敵
0 -
.後
退
每
}?
ゝ
同
胞
.を
解
放
し
.、
.戰
闘
手
段
^
益 
<截
®

な

ら

し

め

る

•
事
 

が

出

來

.
る

か

ら

で

あ

-̂
。
§

心.

「

愛
■

興
味
鞍
^g

皤

务

负

れ

夕

：

f

璧

1

霧

交
換
汾
不
能
^
,た
へ
め
；ド

观
<
破
貌
の
憂
を
.見

る

.«
は
>爾
來
史
實
の
明
か
^
-示
す
所
で
.あ
る
が
、
ヮ
.ィ
ト
リ
y

ダ
；は
此
ii 

象
^

艦
て
、
’將
來
.社
會
の
»
設
^

際

し

、

世

界

語

の

創

造

を

提

唱

し

て

.
ゐ

る

.0
謂

へ

ら

く

、

 

•'

.

敎

：換

す

る
.で
.あ

ら

ぅ;.
0
.笫
ニ
.代n

s
k

は

.
、
.
此
世
界|

i

を
織
ゆ
る
業
務
會
合
、,.家
，族
.會
合
^

使
用
す
る
•事
ど
な
6

、‘
笫 

三
ft
目
^

_
れ
ぱ
.
敍
ゆ
.る
陵
.語
.は
.消
滅
し
.11
唯
、I:

つ
2

ー&
1
を
.使
用
す
る
.
.
^
.
到
、る
で
あ
&

ぅ
.ミ』

。8
.
‘ ：

此
他
界
語
の
^
何
®
る
’物
な
名
や
M
關
し
て
は
ヮ
.ィ
X

X

グ

は

郁

等

：
の

說

叨

を

興

へ

て

.は

.ゐ

な
v :
か

炎

部

、

列 

之

1

八

四
El
#
以
降
英
_
滯
#

3

-、氣

は
3

^
藥
_

逸
^

^
慰

言

|
|屢

の
«

究
：̂
资
^

^
.!
>
'是
に
關
す
る
、著

作

出

版. 

の
I意
向
•あ
^o

事
實
K
徵
し
て
も
、
彼
.の
世
界
語
創
造
.の
提
唱
は
.決
し
.て
彼
が
‘：

I

時

的

の

：
落

想

で

は

無

い

事

が

分

る

o 

言
語
は
_

か
、̂

s

i學
潜
め
占
有
物
セ
^
無

げ

れ

»

趣象
：：

の
*
挟 

言
麗
の：

相
異
が
人
*

の」

：生
：
 

活
^
幾
多
の
.陰
翳
を
投
じ
だ
事
實
に
鑑
れ
ば
、
:'
從
來
.
.の
社
會
改
造
家
が
何
れ
も
其
改
造
案.の
綱
領
^
此
«|
を
看
過
せ 

し
*
は
*

ろ
意
外
に
！
！
す
る
。.逸
早
く
此
點
^
着
目
し
た
ソ
ィ
、ト‘ソ
ン
グ
.の
敞
眼
は
、
彼
-が
從
來
の
社
#

改
造
論
节 

R
L
■

■
す
る
-所
以
.
.で
も
ら
ぅ
.。

S

J K

.稍
^

詳
細
^
.
彼
_の
.
ユ
ゥ
.

ト
ビ
ァ
、
即
ち
，財
貨
共
有
社
會
の.構
成
を
敍
述
し
たo

併
し
乍
ら
ヮ

ィ

ト

リ
ン
ダ
は
此

財
貨
典
有
a

龠
を
以
丈
、：
.

人
顧
生
活
ぞ
幸
福
纪»

く

最
.;
«

_

涂
無
缺
' #

迦
«

«

會
街
^

S

。
蓋
し
彼
^

據
れ
ば
完
全
、
其
れ
はず！：

能
の
神
で
あ
み
.、
人
間
の
努
力
は
、+唯
だ
呲
完
全
^

到
逄
せ
ん
ビ
カ
0

る 

K

過
—
*
^
か
ら
で
あ
る
ぷ
 

，

■

加
之
、
ヮ
ィ
ト
リ
ン
グ
は
彼
が
提
案
じt
e
財
貨
典
有
*;
會g

構
成
も
決
し
て
唯‘
一
.
、

絕

對

.の

も

の

ミ

は

考

へ

て

居
 

な
.

S
。

彼

、
.、
謂

べ

ら

く

，、

.

«

成
上
の
選
摞
は
规
會
其
者
並̂
1

社
會
成
員
多
数
者
の
响&

ガ
あ
办
、
多
く
は
其
時
代
の 

事
情
^

&

洧
甘
ぢ
«

ふ
^

縱
：令
.補
期
貨
业
潘
_

|

|

^

_
备
«

^

相

遠

が

：存

_

必

全
人
類
象
族
同
盟
の
實
現
k

存
す
る
。
縦
#

社
會
狀
態
の
完
成
が
其
途
上
、
重
大
な
る
.障
碍
^

逢
兪
し
て
も
、
而 

も
そ
れ
は
，脊
々
の
.努
カ
.の
固
定
不
動
の
目
的
で
あ
る
。鎖
名
死
も
到
底
吾
々
の
.決
心
を
搖
が
す
事
は
出
來
な
い
ど
。(3
) 

E

k
謂
ふ
：
、

财

貨

共

有

社

會

は

、

人

類

の

救

世

手

遛

.で

あ

る

;0

此
社
會
は
義
務
を
權
荆
k

變
へ
、
多
數
の
犯
罪
V
J 

根
$

6

除
去
す
る
事
セ
俅
て
；、
此
地
上
を
、
恰
も
樂
，園
^

變
へ
各
.。，#:
奪
、
殺
人
、‘
貪
慾
、
竊
盗
、
乞
食
等
の
嫌 

ふ

べ

，
さ

：言

葉

は

_
:民

の

用

語

：が

も

無

.ぐ

な
.'气

世

界

史

め

：書

籍

：

'の
；：み

が

是

等

办

_

痛
私
恙
澈
義
を
酿
明
し
、：
吾
々
の
‘ 

子
孫
は
是
?:
聽
.，

S

て
戰
懷
す
る
._で

あ

ら

ぅ

ビ.§

旣
に
財
貨
共
有
社
#

の
本
質
に
し
て
斯
く
の.如
し
^
す
れ
ば
、
如
何
な
る
方
，法
に‘依
.て
是
を
實
現
す
べ
き
，か
。
愛 

R
箪
命
論
が
問
題
^
な
つ
て
來
る
。
社
畲
见
想
の
研
究
^
於

いて
、

.

.將
來
社
會
の
ボ
«

の
闡

明
S

共
^

®

K
な

る

は 

此
革
命
論
で
あ
る
。
救
下
ゾ
ィ
ト
リ
ン
グ
の
革
命
論
?:
述
.ベ
や
ぅ
。

(

1

)
weitliag, 

a. 

a
.

 

P

, 

4
3
.
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c

士
g

『

人
類
0

現
®V

J

迦
想』

の
大
部
分
は
堋
*

社

脅

の

描

寫̂
费

や

さ

れ

て

、
，
此

目

的

代

_

達

す

る

方

法

に

關

し

て

言 

及
1-
名
事
充
分
で
無
い
の
で
.、
彼
め
.軍
命
觀
..の
全
輻
を
摑
ひ
事
は
茗
易
：で
乜
な
_い
。
、加
之
、
.彼
の
芾
命
觀
は
後
芈
幾 

多
の
變
化
を
受
妙
て
ゐ
る
の
で
、
香

•現
は
れ
た
る
！
»

を
以
て
直
ち
に
後
年
を
推
す
辦
は
闽
ょ
6

肯
綮
を
得
て
ゐ 

摩S

0
C0
此
葸
脒
k

於

い
て
愛
^

述
べ
る
爾
の
％
.の

は

彼

の

'初

期

苏

命

«

ビ

言

ふ

べ&
で
.あ

ら

ぅ{ 

’

一.
V
#代

述

べ

た

初

く

『

人

*

の

現

實

驾

 

八

三

八

年

.、

.
巴
姐
正
義
者
同
慨
の
#

囑

:̂
依
々
、：
該

.|
1
1盟
の
：
信

條 

$

し
て
：.書
亨
§

れ

た

％

の

诗

あ

る

：

4
:;&
、
_
广
應
常
峙
k

於
け
る
巴
里
の
事
情
をt

瞥
す
る
.事

は

"

本

書

取

瑰

ば

れ

た
 

彼
の
革
命
論
を
理
解
^

る
の
：一

助
ど
な
る
で
あ
ら
ぅ
o
:

ヮ
M
ト
ッ
.
#グ
：が
巴
盥
班
義
考
同
盟
，の
會
員$

#

0作
常
時
、.
.
_
該
同
盟
は
诳
^:aanqui, 

B
a
r
b
ri
)
>
s等
を
首
斑
ど
：
 

す
る
季
節
俱
樂
部so

c
i
l

 

I
 

I

I
 

VJ

密
接
な
關
係
ヒ
結
び
、
.該
同
监
は
恰
も
季
節
供
樂
部
の
獨
逸
支
部
の
f
t

あ
る
位
.で
あ
：0
戈
。
乘
節
俱
樂
部
奶
指
導
原
理
は
バ
ブ
ゥ
グ
ィ
ズ
ム
で
あ
つ
.た
。
從
.て
.正
義
者
同
盟
も
亦
此
影
響
を
受 

时
て
其
政
治
的
術
策
は
殆
ん
ざ
バ
グ
グ
グ
ィ
ズ
ム
で
あ
つ
た
。
此
> 
ブ
ゥ
グ
ィ
ズ
ム
の
本
質
ば
陰
謀
一
揆
等
の
躲
カ
茁 

命
は
依
咬
政
榔
を
奪
収
し
、
新
社
會
秩
序
を
劍
造
し
#

る
ビ
の
信
念
に
存
す
る
。
同
盟
‘の
領
袖
ソ
イ
ト
リ
ン
ダ
も
又 

影
■

办
圈
外
に
立
ら
て
席
な
か
つ
た
。
本
番
^

现
は
れ
た
る
彼
の
革
命
»

は
11
5
1ょ
り
必
_ず
し
も
、バ
ブ
ゥ
グ
ィ
ズ
ム
に 

終
始
す
る
も
の
^

は
#

^V、

'杏
、
.寧
ろ
■之

ズ

異

れ

る

'多

く

の

も

の

を

含

で

ゐ

る

が

，、
饼

し

前

記

め

事

«

を

念

取

^
-
锻 

く

事
^
.侬

，
て

彼

の
_

_

#

1層
明
0

の
度
を
增
す
で
あ
ら
ぅ
"

、

.；

.

.ッ
イ
.ト
リ
ゾ
グ
は
艰
#

の
举
備
行
爵
、

/」

し

，
て

先

づ

大

衆

啓

蒙

;0
必
嬰
を
說
く
。
謂
ベ
ら
バ
、

 

.

パ『

_

§

勞

働̂
.
辛

じ

て

：
座
¥

る
：
大

汰

ば
.
、
一
つ
は
罟
々
が.彼
等
^

提
供
す
る
物
質
的
利
益
の
た
め
、
へ
他
は
常
貴 

權
#
は
撕
す
:6
愀
恶
の
た
め
.

^
晋
々
の
«

下
^

加
は
る
事
ば
慠
か
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
大
衆
を
し
，て
總
ゆ
る
示
唆
、
.誘
惑
に
拮
抗
し
、..正
義
め
思
は
ざ
る
挫
折
の.た
め
^

信
念
を
■動
搖
せ
し
め 

ざ
.-る
‘

H

足
る
堅
固
な
る
確
信
を
抱
し
，む
る
に
は
、
财
貨
共
有
社
舍
の
眞
狀
を
大
衆

.

解̂
(]
|
-
)
す

る

新

學

說

の

使

徙

が

必
 

要

で

あ.る

。
'

V

:

• 

. 

. 

.: 

• 

•

又
、
舊
制
度
.顚
®

後
、
國
：民
を
し
て
速
か
に
新
社
會
秧
I

k
習
熟
せ
し
め
、、或
は
無
政
府
狀
態
R

陥
ぅ
或
は
暴
君 

の
手
中
^

陷
ら
し
め
ざ
る
た
め
、
豫
_め
彼
等
、の
啓
蒙
が
必
要
.で
あ
る
。

同
胞
^

泪
的
へ
の
道
を
示
じ
、邪
遒
に
陷
.ら
ざ
る
_榇
»

戒
.す
る
事
は
_

聖
な
る
藤
務
で
あ
る
。
屢
t
議
論
せ
ら
れ
、
 

未
だ
何
處
化
も
®

現
せ
ら
れ
ざ
る一

大
眞
现
を
胸
中
^

懷
抱
せ
る
人
は
煎
大
な
實
務
を
货
へ
る
も
の
で
あ
る』

ビ
。(2
) 

例
し
乍
ら
彼
は
此
社
會
變
苹
の
準
備
ど
し
て
の
大
衆
の
敎
化
せ
到
し
て
は
左
^

证
&
を
棍
い
て
は
'®
?d
:

い
樣
で
あ

m
ニ
ナ
，二

卷

(

九
！ニ
三

〕
『

人
類
の.現
货
^
现
想』

に
現
は
れ
?:
る
リ
メ
小
4
ソ
グ
の
ユ
ゥ
小
ビ
ヤ 

笫
七
敏 

五
九



笫

ニ

十

二

卷

(

九
1
_ニ
侧〕

f

人
類
の
現
货
过
理
想』

！1
現
は
れ
た
.る
ジ
ィ
ト
リ
ン
グ
の
ユ

'̂
十

ビ

ャ

第

.七
啟

 

六
フ-

る
;°
後
述
す
る
が
如
く
、
'彼
は
社
會
凝
革
に
於
け
る
沙
數
者
の
殉
敎
者
的
行
動
^

對
し
て
讃
仰
を
禁
じ
得
な
い
も
の

の
如
A

で
.あ
る
。

.
•:
•

1|
.ら
ば
勿
何
な
^

方

法

.̂
依
て
則
貨
.*
有

.«
#

:5
:

*
.»
現
す
べ
j

か
。
フ
ィ
ト
リ
ン
.
グ

が

其

方

法

：ビ

し

て

擧

ぐ

る

所 

§
4

#
は

纖

：め'1
:
:
.杣
象
的
で
あ
る
。
日
.べ
皲
智
、"
:|
§

氣
ノ
«

愛
.那
ち
之
で
あ
る
。
彼
謂
.へ
ら
く
、

『

蛇
め
：_

:<
‘敏
_く
、
.

.«
,0
如
く
優
し
く
、
而
し
て
肉
體
を
•殺
す
.者
を
恐
る
、勿
れ

。

，
■ 
‘
，

.

.
«猶
拡
强
カ
な
ふ
武
器
を
有
す
る
艰
隊
を
菩
等
^

與
へ
る
。

.

一
溆
智
は
菩
が
馓
の
武
器
を
剝
奪
す
.5
。
そ
む
て
與
氣
は
敵
^

克
服
す
石一 .

切
Q
«
<
kを
摑
む
。

■
M

者
の
課
稅
を
劫
け
、
■

膜
者
の
警
货
で
憲
.英
:2
:
遂
ひ
柳
ふ
だ
け
の
萸
氣
:5
:
持
つ
人
は
暴
君
を
打
倒
す
人
ど
全 

ぼ
■

様
：の
..功
績
を
^

て
た
者
で
あ
る
。
併
し
.乍
も
暴
君
の
淚
金
を
得
て
、同
胞
の
た
，.め
^
斷
頭
臺
ビ
牢
獄
ビ
を
造
气 

又
雙
者
が
獲
物
女
探
し
て
；ゐ

る

の

を

蒙
.®
觀

し

た

々

、
若

し

く

は

：、
機

.牲
者
の
拽
摺
ら
れ
行
く
の
を
冷
然
-

y
j

見
送 

る
火
は
警
'«
ょ
4

も
賤
む
ベ
く
又
！
れ
な
る
奴
隸
ょ
4

も
！
^

憐
セ
ベ
さ
^

の
■で
あ
る
。
.
.斯
様
な
臆
病
者
の
名
は
-
 ̂

類
參
ら
抹
消
す
べ
き
で
あ
る
。
何
^

な
れ
ば
;#
等
..の
名
は
子
孫
の
追
憶
^

價
し
な
い
か
ら
で
あ
る』

V
J
O
gSI
k

謂
ふ 

『

嫌
が
精
念
の
た
め

: ^

戰
ふ
の
M
氣
ビ

決
心
ビ

，
の

證

據

を

與

へ

ょ

o
吾

々

は

最.卑

貧

困V
J

w-M
k

甘

ぜ

ず

ど

汝

，
の
.旗

幟

fc
IB
せ』

^

^
:
-

パ
：
：：：'.

こ
：'..:.
し
.
'.
.

.

、-.‘':/
.

ン.

• 

' 

. 

•, 

,
.

.-- 
‘ 

，
 

... - 

.
.'

'
. - 
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：
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.

.

.
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•

•
從
來
®

糧
の
难
命
は
'何
故
R
藤

し

た

か

。
彼

益

れ

ば

、
何
れ
ん
、
此
三
嚣
の
何
れ
か
を
缺
.如
しy

ゐ
た
か 

ら
で
あ
る
。
 

：

■

‘
ス
パ
ル
タ
人
は
五
西
年
の
間
、
册
It
共
有
社
#

に
生
活
し
た
。
彼
.等
は
鏊
囊
に
缺
ぐ
る
所
は
な
か
つ
た
が
、

.

.

.

.
•
• 

. 

• 

. 

, 

.... 

.

.

. 

j 

.. 

•

傅
愛
を
缺S

.

で
ゐ
.た
。
彼
等
は
勞
働
し
な
.‘い
で
、
戰
爭
で
獲
得
じ
て
相
互
.に
分
配
し
た
播
虜
を
し
て
彼
等
.の
た
め

 ̂

勞
働
ず
べ
ぐ
强
制
し
た
o

彼

等

は

、

働
が
：.容

5'
.

#
の
は
.食
ふ
べ
か
ら
ず
、匕
の
.格
言
を
知
ら
な
か
つ
.た
。

一
其
處
で
彼
等 

の
制
度
は
沒
落
し
^

の
，

の
M 

:!:
.:

レ
： 

——

、

」
：

十
为
世
紀
1

獨
逸
の
政
1

事
線
は
重
大
な.
る
*

變
釔
浮
ん̂

ゐ
た
，ノ
ザ
ク
セ.
ン
の
新
敎
の
收
師
、
ト
术
マ
ス•
三
ュ
 

ン
グ
エ
ルC

T
h

b
m

a
s

- .M
&

z
e

r
〕

は
.
財
貨
共
有
社
會
を.
說
ぎ
、
.諸
市
ょ
6

富
著
を
.
驅
逐
し
、
多
數
の
信
徙.を
樣
.た
。
併
じ 

乍
^

彼
に
比
勇
氣
が
缺
げ
て
ゐ
た‘。::
1敵
0 ;

取
勢
が
.押
寄
せ
，た
時
、
彼

は

陣

營. ^
在
つ
た
三
脔
の
31
隊
に
天
空
の
虹
を 

指
示
し
て
天
使
以
來
援
を
街
げ
、

(

鞔
ぷ
事
ゼ
禁
じ
忆
。
彼
等
は
苦
も
無.く
擊
破
せ
ら
れ
忆。
.

：

同
時
代
、裁
縫
師
ヨ
>>V

 

•
.フ
オ
ゾ
•
ラ
.イ
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J
o
h
a
n
n

 

v
o
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L
e
i
d
e
n

はH

ス

ト

フ

r
ア
レ
ン
の
ミ
ユ
ン
ス
タ
ア 

M

c;n
s
t
e
r

^

鄭

.
し

く
 

財

货

*

有

«.
會
^

唱

.
^
-̂

y
,
市

悔

ょ
 6
霄

者
.̂'
驅

..掘

:̂̂
.自—

&'
»

^
.の
.0 :
玉
^
.
^
费

し

^
。
.後

. 

ミュゾ
\
ス
タ
，，
ァ

位

岡

攻

擊

を

，受

け

、
，

_邀
切
;̂

れ
，.て
敵
め
術
中
に
，陷
分
、無
慘
の
最
後
を
.遂
げ
亿
？
併
し
彼
の
死
は
決
し 

て
殉

敎

备

以死
で
ば
な
か
つ
た
。
何
故
i

a
'̂
k

、
彼

は
自
己
.の
名
#

心
の
た
め
^
純
潔
な
る
敎

_
を
潰
し
て
し
ま 

つ
た
か
ら
で
あ
る』

2:
(6
)
.

旣
R

述
べ
た
’ヮ
ィ
ト
.リ
ン
ノ
ク
^

擻
れ
ぼ
、. ,

是
等
革
命
の
敗
因
は
散
智
、
蒭
氣
、
.博
愛
の
三
翦
素
を
具
備
せ
ざ
る
^
. 

依
を
。
其
處
で
，今
後
'.の
革
命
は
必
ず
*
.ーー1要
.素
を
具
備
じ
な
、が
れ
ば
決
し
て
成
功
す
み
も
の
で
は
'無
い
。
彼
は
鞘
ふ 

『

斯
く
、て
徼
昝
ir
:

汝
.の

指
南
il
l

だ

ら

し
.め
；、
#
»
を
»

の
楣
'ヾ」

ポ

^

た
ら
し
故
、而
し
て
博
愛
を
汝
の
合
言
葉
た
ら
 

し
め
ょ
。
何
故
な
ら
楚
等
の
目
標
^

依
て
、
'汝
ば
滕
利
す
る
で
あ
.ら
，.ぅ
か
ら』

ど
0
6 

將
來
社
龠
實
現
の
方
法
咏
既
述
の
如
く
、
叙
.知
：！
！
、
S

氣
、«
愛
で
あ
る
が
，、
此
#

命
，̂
當

て

ヮ

ィ

ト

リ

ン

.グ

は

必

ず

箱

二

十

一
S
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人
類
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现
實
>

」

现
想』

|1

现
ば
ル/;
る
リ
ィ
ト
リ
ン
.グ

«

ユ'
々
卜.
ビ
：ヤ 

讲
七
號 

六
ニ
.

:
し
も
暴
力
を
西
定
す
る
も
の
で
は
無
い
。
西
、殆
ん
ざ
總
て
の
場
合
を
通
じ
て
暴
力
め
必
然
的
隨
伴
を
說
い
■
て
，ゐ
：.る
o 

將
來
祉
#

の
货
現
平
段
ぐ」

し
.て
博
愛
?:
-
高
唱
す
る
彼
が
暴
方
.是
|
|論
者
た
る
は
.誠

，に

皮

岗

な

矛

府

で

あ

る

。

彼

が

暴

カ

是

認

論

者

た

る

冇

カ

ぼ

典

據

は

左

の

、
敢

句

で

あ

名

。

日
く 

.『

眞
划
，の
fr
,
®
は入

類「

の
.敵
^
取
て
堪
え
*

&

%

。
の
で
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
其
れ
は
彼
等
の
權
勢
S

存
在
ぐJ
5:
.
#
威 

•

す

る

か

ら

で

あ

る

。
'.‘
其

故

^

人
« '
‘の
記
»

以
來
、.
恐
怖
す
べ
さ
邢
罰
が
彼
等
代
依
.つ
'て
案
出
せ
ら
れ
、T

部

は

現

今.

の
文
明
に
.持
ち
來
た
'さ
れ
て
ゐ
る
。

.

50
:
命

の

甘

»
1$
!
.
人

辦

.
'

©:
01
臺

§

其

の

*
:̂
戰

«

ず

べ

务
 

• 

-

汝
等
は
.汝
の
.敵
ビ
妥
.協
し
て
，.、
何
物
，か
得
る
處
が
あ
，る
.ど
信
ず
る
勿
れ
。
汝
の
希
說
は
唯
、た
汝
の
劍
k

懸
■つ
て
ゐ 

:

る
。
汝V」

彼
等VJ.

の
妥
ff
i

は
何
れ
も
汝
の
损
失
で
-あ
る
。
：
：
眞
理
が
血
^

依

て

路

を

開

拓

し

な

け

れ

ば

な

ら

.
ぬ
ビ 

は
蘭
妃
痛
±
.
し
§

經
驗
.で
あ
る
0 

,

其
故
^
某
督
は
言
つ
た
、
地

^
泰
平
を
出
ん
爲
め
に
我
來
れ
ヶ̂

蹲
な
か
れ
獄
砰
を
出̂

ん
ど
^
非
ず
见
を
出
^

ん
爲
^

來
れ
6』

(

馬
太
俾
齚
十
章
馆
跹
節)

』

ど
。8
ぐ 

V
 

:
 

■.

是
R
.依
て
見
れ
ば
、
ヮ
ィ
ト
ブV

V

は
‘、『

屢
ミ
議
論
せ
ら

.
る

‘

>
も
.、
未
だ
脅V

實

現

せ

ら

れ

：た

事

の

な

い

ー
太
眞 

琊』

即
ち
^
貨
*

有
91
:

#
の
實
瑰
.も
亦
#

カ
.5:
-
俟
つ
^
非
ざ
.れ
ば
到
£

不
可
能
で
あ
る
ヾ」

考
へ
‘て
办
た
様
で
あ
る
。

次
^

彼
の
所
謂
革
命
ば
大
衆
A

*
の
，：：

I

己
解
放
運
動
で
は
無
く
、
处
等
大
栾
の
先
m

k
立
つ
少
數
漭
k

依
て
遂
行 

ぜ
らる

/'

殉
敎
者
的
®

動
で
あ
o'
た
。
革
命
の
準
備
行
動V」

し
て
大
衆
の
啓
蒙
を
說S

.

た

事

は

前

述

の

如

く

で

あ

る
i

，
行

動

を.禮

讚

し

てS
Q6;
:
o

彼
'謂
：
ぺ
ら
く

『

人
鑛
を
隸
鹰
及
抑
*
:か
ら
解
放
ず
る
た
め
^

生
_涯
の
幸
福
を
犧
牲
^

し
、眞
现
を
敎
へ
、
權
利
を
說
S

、
阈
民
を 

死
の
f

ネ
覺
醒
#

し
：
^
、
.
.

抑
歷
者
は
對
し
て
、

國
.民
^

栽
：器
を
執
S

し
め
國
民
ぜ
.幸

木

幸

を

分

つ

人

、
其

人

.は

國 

民

の
•

敬

ず

べ̂V

收

師

で

あ

る

。
•
，
.
：

 

. 

•

兄
弟
愛
の
旗
幟
0-
下
^

故
國
を
印
己
の
血
汐
を
以
て
染
め
、
確
闽
不
動
の
信
念
を
&
己
の
死
を
以
て
冏
守
せ
し
馆 

ー
殉
敎
者
，の
姓
各
は
®

世
、I
凇
-I
I
L
'
;
ま
で
難
聖
で
あ
れ』

V

」

C9
)
, 

而
し
て
此
殉
敎
者
の
紀
念
碑
は
臟
て
人
_類

の

聖

堂

と

な

：ち

；
總

ゆ

.る

の

方_

が

ら

此

：
聖

堂
|:
:
見
る
た
め
化
抑
寄
せ
；

て
、
此
前
而
で
彼
等
の
協
和
同
盟
を
页
新
す
る
で
あ
ら
ぅ
。|
而

し

て

ソ

ィ

ト

リ

ン

グ

^

，ら

狗

敎

若

を

以

て

任

じ

て

ゐ

.2 
0 

:
 

■ 

‘
.：
■

'
.

;

*

之
、
財
貨
*

#

,

#ば
^

^
、1

_
、1#
:
:愛
の
三
：要
素
の
具
備
を
俟V

始
'め
^

、，
其
»

現
：の
：緖
に
着
ぐ
も
の
で
あ
 ̂

る
が
、此
撒
程
ば
暴
办
0-
行
他
雠
ぐ
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
事
、]1
1
に

此

革

命

は

大

聚

，：

1
1
1#
の
積
極
的
街
己
鲥
放
運
動 

k

劣
ら
ず
し
て
£:
大
衆
の
先
鼓
に
立
つ
少
數
者
^

依
て
遂
ft
せ
ら
る
、
抑
敎
者
的
行
動
で
あ
る
ヾ」

い
ふ
«

、を
彼
-の 

第
命
觀
の
郝
»

で
あ
る
。
フ
ク
リ

.工
工
、
ォ
ォ
エ
ン
、サ
ン
•
シ
モ
ン
に
共
通
の
特
徵
ぱ
其
现
想
社
畲
實
现
を
平
和
的 

方
：法
.
^
:
•め
^
寒
^
:在

：る
：が

此
_

^
於
"い
で
7

ィ
ト
リ
ゾ；

グ
ー
は
&

等
海
«'
主
_

者
迟
#;
漏
11
:

別
さ
れ
.る
o 

,

(

1

)

彼

が

革

命

舰

の

狻

化.に

就

て
.は

後

=
:、
彼

の

虫

蕃「

調

和
.？

：2
山

の

保

證

し

研

究

の

際

に

評

說

す

る#

で

あ

る

。
倚

ほ

此

卯

妞

^

取

扱

つ
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附
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•

,
:
_
省
は
？
人
聽
の
部
實
ぢ
理：&

:

の
根
本
思
想
の
批
評
、
：共
思
想
收
較
源：

の
：溯
^

の
福
脊』

ぜ
の
比
較
研
究
を
試
み
る
豫
定
で
あ
つ
た
が
何
れ
も
粜
さ
ず
、倨
に
前
|
の
內
.容
敍
述
に
也
史
,̂

ね
ば
な
)̂
,な
か
つ
ゎ
事
を
臾
々
も
迪
險 

A
す
る
。■絍
悉
は
近
く
彼
，の
虫
箸『

湖
和
d
-!-
:
!Et
l
の
保
證』

研
究
を
發
表
す
る
桢
で
ゐ
る
が
其
機
愈
に
是
缂
の
貴
称
を
裉
す
枣
へ
で
あ
る
。

;-
.仰
又
.本
稿
は
1:十
念
の
|!
1
)
1
1
拼
か
れ
た
も
の
で
_、
共
の
た
め
敍
姬
結
櫛
の
-稚
拙
、|
論
訝
の
不
做
底
、
，.推
敲
の
不
充
分
の
.譏
は
_
卷
の
到
戚
免
れ
.ぬ 

所
で
あ
s'
.
v
へ̂
る
。
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マ
ル
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'ス
生
義
S

獨
乙
古
典
哲
學
ど
.の
關
係
k

就

て

の

硏

究

書

因

は

其

數

牧

難

す

る

^

遑

あ

ら

ざ

る

程

の

多

, 

擻

钇

登

つ

て

礙

る

せ

は

运

へ

、

肋

會

槪

念

}？
:
於

ける
雨
者
の
內
的
關
聯
k
'

就
て
マ
ッ

ク
ス

•

ァ
ド

ラ

ー
程
透
徹
せ
る.

分
.
 

新
を
行
つ
た
考
は
他
.に
な
い
で
あ
ら
ぅ
。’
筆
者
は
以
下
ド
於
て
-ァ
F

ラ
.一
.の
.著
書
^

從
，. 0

.
て
獨
乙
+
2典
哲
學
ょ
6
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述
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献
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概
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；
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